
家 康 公 が 育 て た 商 工 業 を 未 来 へ家家 康家家 公 が 育 て た 商 工 業

家康公が亡くなる前に残したことばです。
このあと、「急ぐべからず。不自由を常と思えば不足なし。
心に望み起こらば困窮したる時を思い出すべし……」と続きます。

※家康公の生涯を1年間、表紙で紹介しました。

たたら なおき 作／絵

来 へへ業 を 未

ユニバーサルデザイン
共働き子育てしやすい街
エンジェルプロジェクト

バーサバーバ サルデザイデザイン

静岡商工会議所報［シング］

平成28年3月1日発行　第72号（毎月1日発行）
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駿府静岡
　と
　　私

【第48回】

　

長
い
間
連
載
し
て
参
り
ま
し
た
家

康
公
の
御
事
跡
に
関
す
る
コ
ラ
ム
も
、

家
康
公
没
後
四
百
年
の
大
祭
の
年
を

終
え
て
、今
号
で
終
了
す
る
事
と
な
り

ま
し
た
。そ
の
間
、駿
府
静
岡
の
皆
様

に
お
読
み
頂
き
ま
し
た
こ
と
、心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、日
本
各
地
で
開
催
さ
れ
た

家
康
公
の
四
百
年
忌
の
大
祭
は
、駿
府

に
築
か
れ
た
公
の
御
墓
所
で
あ
る
久

能
山
東
照
宮
の
大
祭
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、五
月
の
日
光
東
照
宮
、岡
崎
の
大

樹
寺
、京
都
の
知
恩
院
等
々
の
盛
大
な

式
典
を
は
じ
め
、家
康
公
に
ご
関
係
の

深
い
全
国
の
東
照
宮
・
寺
社
で
行
わ

れ
、私
も
出
来
る
限
り
出
席
い
た
し
ま

し
た
。

　

夫
々
の
地
で
本
当
に
心
の
こ
も
っ
た

お
祭
り
に
参
列
す
る
こ
と
が
出
来
、今

更
な
が
ら
こ
の
日
本
の
国
に
家
康
公
が

果
た
さ
れ
た
役
割
の
偉
大
さ
、二
百
五

時
、ス
ッ
と
席
を
立
つ
若
者
を
見
て
感

激
し
た
ア
メ
リ
カ
人
。長
い
階
段
で
老

婦
人
の
持
っ
て
い
た
重
い
も
の
を
運
ん

だ
学
生
を
見
て
仰
天
し
た
ド
イ
ツ
人
。

遅
延
し
た
電
車
を
静
か
に
待
っ
て
、整

然
と
乗
り
込
む
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
達
な
ど
、

余
り
気
が
付
か
な
い
生
活
の
な
か
の
一

寸
し
た
出
来
事
に
多
く
の
外
国
人
が

感
激
し
て
い
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で

す
し
、ま
だ
ま
だ
日
本
の
心
が
確
り
と

生
き
て
い
る
証
拠
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、二
百
五
十
年
の
平
和
の

中
に
生
ま
れ
た
日
本
の
温
か
さ
が
何

時
ま
で
も
生
活
の
中
に
生
き
残
り
、世

界
の
人
々
が「
日
本
は
素
晴
ら
し
い

国
」「
日
本
人
は
暖
か
く
規
律
を
守
る

人
達
」と
何
時
ま
で
も
感
じ
て
く
れ
る

国
で
あ
り
た
い
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま

す
。

　

長
い
間
お
読
み
い
た
だ
い
て
本
当
に

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

十
年
に
及
ぶ
平
和
が
築
い
た
日
本
の

文
明
の
素
晴
ら
し
さ
に
心
を
打
た
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
色
々
な
会
合・式
典
で
御
目
に

か
か
っ
た
諸
外
国
の
方
々
か
ら
も
、家

康
公
の
築
か
れ
た
平
和
な
日
本（
パ
ク

ス・ト
ク
ガ
ワ
ー
ナ
）に
対
す
る
多
く
の

賛
辞
を
頂
い
た
こ
と
も
心
に
残
る
こ
と

で
し
た
。

　

江
戸
時
代
全
体
に
花
開
い
た
日
本

の
芸
術
や
、生
活
の
中
に
溶
け
込
ん
で

い
る
工
芸・建
築
の
素
晴
ら
し
さ
も
そ

う
で
す
が
、外
国
人
が
感
激
す
る
の

は
、日
本
の
人
々
が
自
然
に
身
に
つ
け

て
い
る
態
度
、自
分
だ
け
良
け
れ
ば
他

人
は
突
き
飛
ば
し
て
も
構
わ
な
い
と
い

う
諸
外
国
の
あ
り
方
と
は
全
く
異

な
っ
た
穏
や
か
で
笑
顔
に
満
ち
た
対
応

な
ど
、私
達
か
ら
見
る
と
当
た
り
前
の

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

電
車
の
中
で
ご
老
人
が
入
っ
て
き
た

静岡市駿河区丸子の朝鮮岩から駿府城公園と富士山を望む



「
家
康
公
四
百
年
祭
」へ
の
ご
協
力

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
０
１
５
年 

徳
川
家
康
公
顕
彰
四
百
年
記
念
事
業

　

静
岡・浜
松・岡
崎
の
３
市
３
商
工
会
議
所
を
中
心
に
、１
年
間
に
わ
た
り
家
康
公
四
百
年
祭
の
記
念
事
業
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。推
進
委
員
会
が
後
援
し
た
四
百
年
祭
関
連
事
業
は
１
８
０
件
に
の
ぼ
り
、四
百
年
祭
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
の
承
認
事
業
は
４
０
０
件
を
超
え
ま
し
た
。市
民
は
も
と
よ
り
、官
民
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
っ
た「
家
康

公
四
百
年
祭
」で
す
が
、こ
れ
を
一
過
性
に
終
え
る
こ
と
な
く
、今
後
も「
家
康
公
」の
功
績
を
顕
彰
し
、家
康
公
に

ま
つ
わ
る
多
彩
な
歴
史・文
化
を
貴
重
な
観
光
資
源
と
し
て
街
の
に
ぎ
わ
い
へ
と
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

①オープニングセレモニー②日本のまつり招聘

③平成の徳川家臣団大会④久能山東照宮
　御鎮座四百年大祭

⑥四百年祭記念献茶式 ⑤朝鮮通信使シンポジウム⑦駿府天下泰平まつり

⑧全国商工会議所
　観光振興大会

１／１７  静岡浅間神社４／５  御幸通りほか

４／１６～１７  グランシップほか４／１５～１９  久能山東照宮

９／２４  久能山東照宮 ６／１９  ユーフォニア９／１８～２７ 駿府城公園ほか

１１／１２～１４  グランシップほか

・德川恒孝様をはじめ、全国から関係者約
200名が「四百年祭」の幕開けを祝いました。

・博多祇園山笠、徳島阿波おどりなど６団体
が静岡まつりに合わせ駿府に集結しました。

・全国から家臣団の子孫ら約1200名が参
集、トークセッションや交流会を行いました。

・家康公の御命日を中心に５日間連続で神
事が執り行われ、世界平和が祈願されました。

・千家の再興に尽力した家康公の御霊に感
謝を込め、表千家お家元がお茶をたてました。

・朝鮮との国交回復を果たした家康公に学
ぶため、韓国総領事館と共催で開催しました。

・食や学びや遊びといった多彩なプログラム
により、人出は延べ70万人超となりました。

・全国から1500名超が集い、家康公や富士
山など資源を活用した観光振興を学びました。

　

４
年
間
の
準
備
期
間
を
含
め
て
５
年
の
長
い
間
、

会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
、誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。お
陰
様
で
家
康
公
ゆ
か
り
の
地
と
の
連
携

事
業
は
大
変
盛
り
上
が
り
、静
岡
発
の
地
域
活
性

化
事
業
を
全
国
に
広
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

事
業
を
通
じ
て
結
ば
れ
た
各
地
域
と
の
絆
を
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
育
て
上
げ
な
が
ら
、家
康
公
並
び

に
徳
川
時
代
の
歴
史
的
意
義
を
学
び
、世
界
に
発
信

す
る
こ
と
に
よ
り
、静
岡
市
の
魅
力
向
上
と
文
化
の

振
興
を
図
って
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

家
康
公
が
人
生
の
多
感
な
時
期
を
過
ご
さ
れ
、ま

た
大
御
所
と
な
って
住
ま
わ
れ
た
静
岡
市
に
誇
り
を

持
ち
、家
康
公
に
あ
や
か
って
、平
和
で
健
康
な
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

ご
挨
拶

徳
川
家
康
公
顕
彰
四
百
年
記
念
事
業
推
進
委
員
会

（
静
岡
商
工
会
議
所
副
会
頭
）

企
画
委
員
長

櫻
井　

透



※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、
　新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

平成28年3月1日発行 第72号（毎月1日発行）

大坂夏の陣から約１年後、元和２年(1616)４月17日
に家康公は駿府城で亡くなり、遺言によって翌日に久
能山に葬られました。75歳でした。家康公の遺訓とし
て伝わるものは幾つかありますが、最も有名なものは
「人の一生は重荷を負ふて遠き道を行くが如し。急ぐ
べからず。不自由を常とおもへば不足なし。心に望み起
こらば困窮したる時を思ひ出すべし。堪忍は無事長久
の基。怒りは敵と思へ。勝つことを知りて負くることを
知らざれば害その身にいたる。おのれを責めて人を責
むるな。及ばざるは過ぎたるに勝れり」
最近の研究では、この有名な遺訓は、家康公の身の回
りに仕え、親しく家康公の言葉を記録してきた人々が、
家康公の生涯を振り返って遺訓として纏めたものとさ
れています。たとえそうであっても、この遺訓の素晴ら
しさは変わりません。
表紙を描いた、たたらなおきさんは静岡市の造形作家。
静岡市葵区千代田5-7-25-10
電話054-245-0049

・決算・確定申告手続き相談会(～3/14 静・清)

・デザイン相談会(静岡市クリエーター支援センター)

・静岡マラソン2016(静岡市葵区役所前～JR清水駅東口)

・常議員会(静岡浅間神社)

・法律相談会(静)

・許認可・著作権相談会(静)

・税務相談会(清)　・法律相談会(清)

・新入社員養成セミナー（清）

・七間町青空市(七間町名店街)

・清水エスパルスVS北海道コンサドーレ札幌(アイスタ)

・発明・特許相談会(静)

・法律相談会(静)　・通常議員総会(清水テルサ)

・税務相談会(静)

・鷹の市＆駿府市(鷹匠１丁目・駿府町商店街)

・静岡市中心市街地活性化検討協議会「第4回全体会議」(静)

・IT・情報化相談会(静・清)　・創業相談会(清)
・マル経資金説明相談会(静・清)

・許認可・著作権相談会(清)　・健康相談(静)
・司法書士相談会(静)　・融資相談会(清)

・IT・情報化相談会(清)　・特許相談会(清)
・マル経資金説明相談会（静・清）

・デザイン相談会(静岡市クリエーター支援センター)　・融資相談会(静)
・新入社員養成セミナー(静)　・会員サロン28.3（エリザベート）

・税務相談会(静)
・静岡おでんフェア2016(～3/13 青葉シンボルロード）

・マル経資金説明相談会(静・清)
・補助金活用セミナー(B-nest)

・ビジネス会計検定試験
・清水エスパルスVS松本山雅ＦＣ(アイスタ)

火

水

木

金
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日

月
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水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

【 セミナー・イベント カレンダー 】

静岡商工会議所  最高顧問  德川恒孝氏

特集：情報文化部会
メディア・ユニバーサルデザイン
・すべての人に利用しやすいデザインを／伊藤裕道さん
・取組事例①静岡新聞社・静岡放送
・取組事例②静岡デザイン専門学校
・わが社自慢の商品・サービス「印刷会社特集」

家康公と静岡

2015年 徳川家康公顕彰四百年記念事業

東京からこんにちは
（一社）日本防衛装備工業会
事務局長
新村暢宏さん

新会員ご紹介
１月ご入会事業所
わが社自慢の商品・サービス
「伝統工芸優秀作品
コンクール」受賞作品ほか
しごとなでしこ
牧田かなみさん
静岡の未来
齋藤和美さん

しずおか味な店
Japanese-Dining 梅光

オーレ！エスパルス！
「静岡商工会議所シート」に
ご招待！

駿河湾地域事業化プロジェクト
陸上養殖「カワハギ」を
試験販売

日経DUAL調査
静岡市は子育てしやすい街

誌上経営相談
会社の貸付金等の
親族への請求

写真で見る静岡商工会議所
の動き（12月～1月）

しずおかエンジェルプロジェクト
しずおか出会いサポートセンター

表紙／家康公物語⑥人の一生は重荷を負うて遠き道を行くが如し



情報文化部会特集

メディア・ユニバーサルデザイン
静岡商工会議所・情報文化部会（部会長：曽根正弘、部会員：７６２社）では、静岡県印刷工業組合（西貝誠一理事
長）が推進する「メディア・ユニバーサル・デザイン（ＭＵＤ）」の普及活動を支援しています。
そこで今回は、平成27年６月10日に静岡商工会議所・静岡事務所会館２Ｆで開催したＮＰＯ法人メディア・ユニ
バーサル・デザイン協会、伊藤裕道理事長を講師に迎えての静岡県印刷工業組合主催のセミナーの要旨と、㈱
静岡新聞社・静岡放送㈱と静岡デザイン専門学校のＭＵＤへの取り組みを紹介します。（文責・企画広報室）

静岡県印刷工業組合のMUDマーク 色覚障がい者の色の見え方の例
（色の見え方には個人差があります）

伊藤裕道 さん

ＮＰＯ法人
メディア・ユニバーサル・デザイン協会　

理事長

す
べ
て
の
人
に
利
用
し
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
定
義
は
、特
別
な
製

品
や
調
整
な
し
で
、最
大
限
可
能
な
限
り
す
べ
て

の
人
々
に
利
用
し
や
す
い
製
品・サ
ー
ビ
ス・環
境・

デ
ザ
イ
ン
。ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、現
状
よ
り

も
多
く
の
人
に
使
い
や
す
く
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
構

造
な
ど
を
含
む
し
く
み
全
体
を
指
し
ま
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ち

が
い
で
す
が
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
対
象
は
、障
が
い
の

あ
る
人
。そ
の
人
た
ち
に
障
が
い
と
な
る
バ
リ
ア

を
無
く
そ
う
と
い
う
の
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
。ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、す
べ
て
の
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、色
覚
障
が
い
者
に
見
や
す
い
表
示

を
す
る
と
、 一 

般
の
人
が
見
づ
ら
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、見
や
す
い
人
が
減
っ
て
い
る

の
で
、ユニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

印
刷
物
は
、色
覚
障
が
い
者
用
、高
齢
者
用
、 一 

般
用
と
分
け
て
作
れ
な
い
の
で
、ひ
と
つ
の
も
の

で
、よ
り
多
く
の
人
が
見
や
す
い
使
い
や
す
い
も
の

を
作
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

現
在
、情
報
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て

情
報
に
お
け
る
Ｕ
Ｄ
の
必
要
性

文
字
の
大
き
さ
、字
体
、行
間
に

配
慮

　

視
覚
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
人
は
、文
字

が
ど
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ゴ
シ
ッ
ク
体
で
も
太
す
ぎ
る
文
字
は
、近
視・遠

視
の
人
に
は
、に
じ
ん
で
見
づ
ら
い
で
す
。明
朝
体

は
、白
内
障
や
弱
視
の
人
に
は
、横
の
線
が
細
す

ぎ
て
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。そ
こ
で
、Ｕ
Ｄ
明
朝

は
、横
の
線
を
太
く
し
て
い
ま
す
。

　

新
聞
社
で
は
、文
字
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。

読
み
や
す
さ
を
考
え
る
と
、そ
の
ま
ま
大
き
く
す

る
よ
り
も
、行
間
が
わ
か
り
や
す
い
書
体
が
読
み

や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。白
内
障
や
弱
視
の
人

い
ま
す
。し
か
し
分
か
り
に
く
い
情
報
も
多
く
、

不
便
を
感
じ
て
い
る
方
も
大
勢
い
ま
す
。情
報
を

発
信
す
る
際
に
は
、様
々
な
方
へ
の
配
慮
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
で
メ
デ
ィ
ア
に
不
便
を
感
じ
て
い
る

人
は
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
３
千
万
人
。色

覚
障
が
い
者
が
約
３
２
０
万
人
。弱
視
者
が
推
定

１
４
５
万
人（
日
本
眼
科
医
会
算
出
）。肢
体
不

自
由
者
が
約
６
９
５
万
人
。子
ど
も・外
国
人
が

約
２
千
万
人
。合
計
約
６
千
万
人
。２
人
に
１
人

が
情
報
受
信
に
ハン
デ
ィ
キ
ャッ
プ
の
あ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。高
齢
者
は
年
々
、増
え
て
い
き
ま

す
。

　

情
報
の
約
87
％
は
目
か
ら
、視
覚
メ
デ
ィ
ア
か

ら
入
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
視
覚
メ
デ
ィ
ア

に
対
し
て
、「
文
字
が
小
さ
い
」「
行
間
が
狭
い
」

「
色
が
多
す
ぎ
て
、ど
れ
が
重
要
か
わ
か
ら
な
い
」

「
背
景
と
文
字
と
同
系
色
で
読
み
に
く
い
」な
ど

の
不
満
が
出
て
い
ま
す
。
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人
間
の
目
は
、反
射・透
過
し
て
き
た
光
を
錐

体
と
い
う
細
胞
で
感
じ
ま
す
。そ
の
細
胞
に
異
常

が
あ
る
人
が
色
覚
障
が
い
者
で
す
。赤
の
錐
体
に

異
常
が
あ
る
人
を
１
型
、緑
の
錐
体
に
異
常
が
あ

る
人
を
２
型
、緑
の
錐
体
に
異
常
が
あ
る
人
を
３

型
と
い
い
ま
す
。３
種
類
の
錐
体
の
う
ち
１
種
類

が
全
く
機
能
し
な
い
人
は
２
色
覚（
強
度
）異
常
、

３
種
類
が
機
能
し
て
い
る
が
１
種
類
に
異
常
が
あ

る
人
は
３
色
覚（
弱
度
）異
常
と
い
い
ま
す
。

　

色
覚
異
常
に
配
慮
す
る
場
合
、２
色
覚
異
常

に
配
慮
す
る
の
が
基
本
で
す
。２
色
覚
異
常
で

は
、１
型
と
２
型
の
異
常
が
9
9・9
8
％
と
い
わ

れ
て
い
る
た
め
、１
型
と
２
型
に
配
慮
し
ま
す
。

　

１
型
は
赤
と
黒
な
ど
が
、２
型
は
赤
と
緑
な
ど

が
識
別
し
づ
ら
い
。黄
緑
と
オ
レ
ン
ジ
、青
と
紫
、

水
色
と
ピ
ン
ク
な
ど
も
識
別
し
づ
ら
い
で
す
。

　
「
行
間
が
狭
い
」。文
章
の
読
み
や
す
さ
は
、行

間
に
影
響
さ
れ
ま
す
。行
間
は
、行
長（
行
の
長

さ
）と
関
係
が
あ
り
ま
す
。行
長
が
長
い
と
、行

間
が
広
く
な
い
と
、戻
れ
ま
せ
ん
。Ａ
４
判
で 

一 

段

組
の
場
合
は
全
角
の
３
／
４
ア
キ
、10
ポ
イ
ン
ト
の

文
字
な
ら
、行
間
を
７・５
ポ
イ
ン
ト
に
し
ま
す
。

Ａ
４
判
で
二
段
組
の
場
合
は
、行
間
が
全
角
ア
キ

だ
と
空
き
過
ぎ
て
い
て
見
づ
ら
い
。全
角
の
１
／

２
ア
キ
で
い
い
で
す
。

　

行
頭
禁
則
、行
末
禁
則
、分
離
禁
則（
数
字
と

色
覚
障
が
い
者
は
赤
と
緑
が

識
別
し
づ
ら
い

　

色
覚
障
が
い
者
と
高
齢
者
に
見
や
す
い
よ
う
に

配
慮
し
よ
う
と
い
う
の
が
、色
に
対
す
る
考
え
方

で
す
。

　

Ｍ
Ｕ
Ｄ
協
会
で
は
、色
覚
障
が
い
者
と
高
齢
者・ 

一 

般
の
人
の
ど
ち
ら
に
も
見
分
け
や
す
い
色
選
定

技
術
を
独
自
で
開
発
し
ま
し
た
。

　

色
が
多
い
と
見
づ
ら
い
の
で
、色
を
減
ら
す
工

夫
も
必
要
で
す
。

　

下
図
は
、私
が
十
数
年
前
に
作
成
し
た
地
下

鉄
の
路
線
図
で
す
。並
行
し
て
走
る
路
線
が
く
っ

つ
い
て
い
た
の
で
、離
し
ま
し
た
。路
線
の
種
類
を

す
べ
て
変
え
る
と 

一 

般
の
人
に
見
に
く
く
な
る
の

で
、色
を
で
き
る
だ
け
変
え
ず
に
、線
を
太
く
し

色
情
報
を
増
や
し
ま
し
た
。シ
ル
バ
ー
パ
ス
が
利

用
で
き
る
都
営
線
を
高
齢
者
に
わ
か
り
や
す
く

す
る
た
め
に
、真
ん
中
に
線
を
入
れ
ま
し
た
。都

営
線
の
駅
は
□
、東
京
メ
ト
ロ
の
駅
は
○
と
、形
を

変
え
ま
し
た
。東
京
メ
ト
ロ
で
も
路
線
を
識
別
し

や
す
く
す
る
た
め
に
、色
覚
障
が
い
者
の
見
分
け

づ
ら
い
路
線
に
は
濃
い・薄
い
の
模
様（
ハッ
チ
ン
グ
）

を
入
れ
ま
し
た
。黄
色
や
空
色
な
ど
淡
い
色
の
路

線
が
見
づ
ら
く
な
い
よ
う
に
全
路
線
の
ま
わ
り
に

ス
ミ
ケ
イ
を
入
れ
ま
し
た
。路
線
の
中
に
路
線
名

を
入
れ
ま
し
た
。

　
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
も
っ
て
い
る
人
に
配
慮
す

る
こ
と
で
、 一 
般
の
人
が
利
用
し
づ
ら
く
な
ら
な
い

こ
と
を
頭
に
入
れ
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
、最

も
重
要
で
す
。

〈
連
絡
先
〉メ
デ
ィ
ア・ユニバ
ー
サ
ル・デ
ザ
イ
ン
協
会

http://w
w
w
.m
edia-ud.org/

色
覚
障
が
い
者・高
齢
者
に

配
慮
し
た
色
を

　

高
齢
者
は
、白
内
障
の
方
が
多
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、視
覚・色
覚
が
衰
え
て
き
ま
す
。色
覚
は

低
波
長
域（
ブ
ル
ー
系
の
色
）が
感
じ
づ
ら
く
な
り

ま
す
。40
歳
か
ら
白
内
障
が
増
え
て
、80
歳
〜
90

歳
で
は
多
く
の
人
に
白
内
障
の
症
状
が
現
れ
ま

す
。白
内
障
は
、茶
褐
色
や
白
色
に
濁
る
の
で
、明

度（
濃
い・薄
い
）差
の
な
い
、薄
い
色
同
士・濃
い
色

同
士
の
配
色
は
見
づ
ら
い
の
で
、濃
い・薄
い
の
差

を
つ
け
な
い
と
見
づ
ら
い
。白
地
の
場
合
、薄
い
黄

色
は
、白
と
の
明
度
差
が
な
い
の
で
識
別
し
づ
ら

い
。地
色
も
関
係
し
ま
す
。黒
と
紺
も
識
別
し
づ

ら
い
で
す
。

高
齢
者
は
薄
い
色
が
識
別
し
づ
ら
い

に
は
、似
た
形
の
書
体
は
識
別
し
づ
ら
い
。１（
い

ち
）と
ｌ（
エ
ル
）も
わ
か
り
づ
ら
い
。サ
イ
ン
は
、文

字
の 

一 
部
が
隠
れ
て
い
て
も
わ
か
り
や
す
い
書
体

が
良
い
。こ
れ
ら
を
改
善
し
た
の
が「
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン

ト
」。１
字
１
字
が
大
き
く
て
見
や
す
い
書
体
で
、

写
真
の
説
明
や
料
金
表
は
、Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
を
使

う
と
見
や
す
い
で
す
。

単
位
、電
話
番
号
な
ど
が
二
行
に
分
離
し
な
い
よ

う
に
す
る
）に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、色
覚
障
が
い
者
は 

一 

般
人
や
高
齢
者
と

比
べ
明
度
差
に
敏
感
で
す
。さ
ら
に
、黄
色
の
変

化
に
も
敏
感
で
す
。



　

生
ま
れ
つ
き
特
定
の
色
の
判
別
が
し
に
く
い

「
色
覚
タ
イ
プ
の
異
な
る
人
」や「
高
齢
者
」な

ど
は
、「
一
般
的
な
色
覚
の
人
」が
見
分
け
ら
れ
る

色
の
区
別
が
つ
き
に
く
く
、放
送
や
新
聞
の
表
現

が
理
解
し
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
赤
と
緑
」や「
ピ
ン
ク
と
水
色
」は
制
作
者
が

好
ん
で
使
う
配
色
で
す
。し
か
し
、色
覚
タ
イ
プ

の
異
な
る
人
に
は
同
系
色
に
見
え
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。（
図
１
）

　

２
０
１
３
年
に
イ
ン
キ
会
社
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
て
、情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
メ
デ
ィ
ア
の
仕

事
な
の
に
、こ
の
よ
う
な
形
で
伝
わ
ら
な
い
の
は
本

末
転
倒
だ
と
考
え
、Ｍ
Ｕ
Ｄ
へ
の
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
。

齋
藤
哲
史 

さ
ん

㈱
静
岡
新
聞
社 

・ 

静
岡
放
送
㈱　

総
務
局　

局
次
長

取
組
事
例
①
静
岡
新
聞
社・静
岡
放
送

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
製
作
と
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
導
入

　

Ｍ
Ｕ
Ｄ
協
会
の
監
修
の
も
と
、社
内
に
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
制
作
チ
ー
ム
を
設
け
、「
メ
デ
ィ
ア・ユニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク　

制
作
視
点　

色

「
Ｍ
Ｕ
Ｄ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
製
作

　

静
岡
新
聞
社
で
は
、２
０
１
５
年
９
月
14
日
か

ら
、新
Ｃ
Ｔ
Ｓ（
新
聞
制
作
シ
ス
テ
ム
）稼
働
に
伴

い
、「
新
聞
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
」を
導
入
し
ま
し
た
。

　
「
新
聞
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
」は
、通
常
の
家
庭
の
光

量
を
想
定
し
、新
聞
書
体
の
明
朝
体
の
横
線
を

太
く
す
る
な
ど
し
、高
齢
化
な
ど
の
要
因
で
文
字

が
読
み
に
く
く
な
っ
た
人
達
に
対
し
、よ
り
分
か

り
や
す
く
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
文
字
で
す
。

ま
た
、読
む
際
に
文
字
列（
行
）を
つ
か
ま
え
や
す

新
聞
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
を
導
入

改善

色覚タイプの異なる人の色の見え方の一例図1

テレビのフリップ改善例図2

覚
タ
イ
プ
の
異
な
る
人
と
高
齢
者
に
優
し
い
メ

デ
ィ
ア
を
目
指
し
て
」を
２
０
１
４
年
に
製
作
し
、

社
内
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、色
覚
タ
イ
プ
の
異
な
る
人

と
高
齢
者
が
識
別
し
に
く
い
色
の
組
み
合
わ
せ
、

色
の
見
え
方
の
例
、紙
面
や
画
像
の
過
去
数
年
間

の
デ
ー
タ
検
証
と
改
善
例
の
掲
載
、シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
に
よ
る
確
認
な
ど
を
22
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ま

し
た
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
製
作
に
あ
た
り
、色
覚
タ
イ
プ
の

異
な
る
人
や
高
齢
者
に
対
し
て
問
題
が
あ
っ
た
可

能
性
の
あ
る
グ
ラ
フ
、フ
リ
ッ
プ
な
ど
の
制
作
物
を

過
去
数
年
間
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
検
証
し
、理
解
し

に
く
か
っ
た
表
現
と
そ
れ
を
変
更
し
た
18
の
改
善

例
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、ニュ
ー
ス
番
組
の
紅
葉
情
報
で
は
、

観
光
地
の
近
く
に「
色
づ
き
始
め
」「
見
頃
」「
終

了
」の
文
字
を
入
れ
る
こ
と
で
、色
覚
タ
イ
プ
の
異

な
る
人
に
も
わ
か
り
や
す
く
す
る
改
善
例
を
掲

載
し
ま
し
た
。（
図
２
）

　

色
覚
タ
イ
プ
の
異
な
る
人
と
高
齢
者
の
両
者

を
視
野
に
入
れ
た
新
聞・放
送
を
合
わ
せ
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
製
作
は
、国
内
メ
デ
ィ
ア
で
初
め
て
で

す
。

　

Ｍ
Ｕ
Ｄ
協
会
が
主
催
す
る「
メ
デ
ィ
ア・ユニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
教
育
検
定
」を
社
員
が
受
験
し
、

Ｍ
Ｕ
Ｄ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を
取
得
。各
部
署

で
、色
覚
タ
イ
プ
の
異
な
る
人
と
高
齢
者
が
理
解

で
き
る
表
現
か
ど
う
か
を
日
々
、チ
ェッ
ク
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、社
内
で「
制
作
視
点
」の
説
明
会
を
開

き
、周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
色
の
シ
ミ
ュレ
ー
タ
ー
」と
い
う
フ
リ
ー
ソ
フ
ト

が
あ
り
ま
す
。色
覚
タ
イ
プ
の
異
な
る
人
の
見
え

方
を
シ
ミ
ュレ
ー
ト
す
る
ソ
フ
ト
で
、こ
の
ソ
フ
ト
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
れ
ば
、色

の
検
証
が
簡
単
に
で
き
、有
効
な
ひ
と
つ
の
ガ
イ

ド
に
な
る
は
ず
で
す
。

く
す
る
と
い
う
特
性
も
あ
り
ま
す
。

　

光
量
が
多
い
事
務
所
な
ど
で
は
、人
間
の
瞳
は

締
ま
り
ま
す
。瞳
が
締
ま
る
と
、新
聞
文
字
を
読

む
際
に
、被
写
界
深
度
が
深
く
な
り
、ピ
ン
ト
が

合
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
一 

方
、
事
務
所
ほ
ど
光
量
が
な
い
個
人
住
宅
の

場
合
、瞳
は
開
き
、被
写
界
深
度
が
浅
く
な
り
、

ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
に
く
く
な
り
ま
す
。特
に
高
齢

者
の
場
合
は
、白
内
障
な
ど
の
別
要
因
も
絡
み
、

そ
の
特
性
が
顕
著
に
な
り
ま
す
。光
量
が
少
な

い
環
境
で
新
聞
を
読
み
比
べ
る
と
、新
聞
Ｕ
Ｄ

フ
ォ
ン
ト
の
読
み
や
す
さ
を
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

色
覚
タ
イ
プ
の
異
な
る
人
と
高
齢
者
に
優
し
い

色
づ
か
い
と
気
づ
か
い
は
、す
べ
て
の
読
者
と
視
聴

者
へ
の
優
し
い
表
現
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。メ

デ
ィ
ア
に
と
って
、色
づ
か
い
や
フ
ォ
ン
ト
を
見
直
す

こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
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私
は
、耳
に
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
が
運

転
す
る
と
き
に
車
に
つ
け
る
蝶
の
マ
ー
ク
と
、

体
に
障
が
い
を
持
って
い
る
人
が
運
転
す
る
と

き
に
車
に
つ
け
る
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
の
マ
ー

ク
を
、免
許
を
取
得
す
る
講
習
で
知
っ
た
の
で

す
が
、ま
わ
り
の
友
達
は
知
ら
な
い
人
が
多

く
て「
せ
っ
か
く
マ
ー
ク
が
あ
る
の
に
、知
ら
な

か
っ
た
ら
何
の
役
に
も
立
た
な
い
な
」と
思
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
て
、こ
う
し
た
マ
ー
ク
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
ば
、障
が
い
を

も
っ
た
方
に
対
し
て
、も
っ
と
協
力
的
な
社
会

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
マ
ー
ク
と
マ
ー
ク
の
意
味
を
セ
ッ
ト
で
覚
え

て
も
ら
う
の
に
、表
に
す
る
だ
け
で
は
読
ん
で

も
ら
え
な
い
と
思
っ
た
の
で
、「
か
る
た
」に
す

る
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。こ
の
か
る
た
で

子
ど
も
の
頃
か
ら
遊
ん
で
も
ら
え
ば
、大
人

に
な
っ
て
か
ら
覚
え
る
よ
り
も
、記
憶
に
残
る

と
思
い
ま
し
た
。

　

か
る
た
で
遊
ん
だ
後
、子
ど
も
た
ち
が
マ
ー

ク
を
認
識
し
直
せ
る
よ
う
に
、マ
ー
ク
と
マ
ー

ク
の
意
味
が
書
か
れ
て
い
る 

一 

覧
表
を
作
り
、

町
で
マ
ー
ク
を
見
つ
け
た
ら
、そ
の
マ
ー
ク
の
欄

に
可
愛
い
シ
ー
ル
を
貼
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

社
会
に
役
立
つ
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
を
受
け
ら

れ
た
こ
と
は
新
鮮
で
し
た
。

　

卒
業
後
は
、静
岡
市
の
広
告
会
社
で
グ
ラ

フ
ィッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
働
き
ま
す
。

弱
者
の
視
点
で
世
の
中
を
見
る

　
ユニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
授
業
は
、グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
科
３

年
生
を
対
象
に
５
年
前
に
始
め
ま
し
た
。

　

前
期
15
コマ
の
授
業
で
は
、世
の
中
に
は
、ど
の
よ
う
な
社
会
的
弱
者
が

い
る
か
を
学
生
に
調
べ
て
も
ら
い
、身
体
の
障
が
い
だ
け
で
な
く
、心
の
病

の
人
、老
人
、子
ど
も
、妊
婦
さ
ん
も
社
会
的
弱
者
と
の
認
識
を
も
って
も

ら
い
ま
し
た
。そ
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャッ
プ
が
先
天
的
か
後
天
的
か
、 一 
時
的

か
継
続
的
か
、見
た
目
で
分
か
る
か
分
か
ら
な
い
か
、を
項
目
分
け
し
ま

し
た
。そ
の
中
か
ら
グ
ル
ー
プ
毎
に
、ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
を
選
び
、そ
の
人
た

ち
が
、ど
う
す
れ
ば
、も
っ
と
住
み
や
す
い
社
会
に
な
る
か
、グ
ル
ー
プ
を

作
って
考
え
て
も
ら
い
ま
す
。

　

徳
久
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、先
天
性
な
遺
伝
子
疾
患
を
持
つ
人
達

を
テ
ー
マ
に
選
び
、ど
う
い
う
病
気
か
、ふ
だ
ん
の
生
活
で
は
ど
う
い
う
苦

労
を
し
て
い
る
か
を
調
べ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、あ
る
特
定
の
疾
患
で
は

骨
格
が
ち
が
う
ら
し
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
の
で
、誰
も
が
着
や
す
い

デ
ザ
イ
ン
の
服
を
提
案
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
自
身
、車
椅
子
で
生
活
し
て
い
る
友
人
が
い
る
の
で
す
が
、最
初
は
、

ど
の
よ
う
に
接
す
れ
ば
い
い
か
、分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
で
、学
生

た
ち
が
人
の
立
場
に
立
っ
て
気
持
ち
を
理
解
す
る
授
業
を
や
り
た
い
と

考
え
ま
し
た
。デ
ザ
イ
ン
は
小
手
先
で
も
で
き
ま
す
が
、私
は
、社
会
的

弱
者
の
視
点
で
世
の
中
を
見
な
い
か
ぎ
り
は
、ユニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

や
って
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

後
期
は
、Ｍ
Ｕ
Ｄ
協
会
の
伊
藤
理
事
長
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
視
覚
的
に

伝
え
方
を
勉
強
し
た
上
で
、社
会
的
弱
者
を
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
助
け

ら
れ
る
仕
掛
け
を
Ｍ
Ｕ
Ｄ
コ
ン
ペ
に
参
加
す
る
形
で
実
践
す
る
15
コマ
の

授
業
を
行
って
い
ま
す
。

　

徳
久
さ
ん
の
作
品
は
、Ｍ
Ｕ
Ｄ
協
会
か
ら「
小
学
校
の
Ｍ
Ｕ
Ｄ
の
授
業

で
使
い
た
い
」と
実
用
化
の
話
が
進
ん
で
い
ま
す
。

本
野
智
美 

さ
ん

学
校
法
人
静
岡
理
工
科
大
学　

静
岡
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校　

講
師

取
組
事
例
②

静
岡
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

徳久友希 さん

静岡デザイン専門学校
グラフィックデザイン科

３年

第９回メディア・ユニバーサルデザインコンペティション経済産業大臣賞（最優秀賞）受賞

マークを知ってもらうことで、 お互いに協力し合える社会に



〒420-0009 静岡市葵区神明町70
TEL 054-271-2121FAX 054-271-2123

静岡英文印刷㈱

静岡英文印刷です。
ペーパーレスの時
代だからこそ、印
刷物の役目は重
要です！！古き良き
モノにも、新しい感
性にも対応してお
ります。ご相談だけ
でも承ります。お気
軽にどうぞ。

わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

〒424-0808 静岡市清水区大手1-7-6
TEL 054-366-3596　FAX 054-367-3444
http://www.p-sakae.co.jp

㈲サカエ印刷

紙印刷からステッカー・看板まで
紙印刷はもちろん、オリジナルステッカー・カッティングシート・マグ
ネットシート・ウェアープリントからのぼり旗・横断幕・現場シート・

看板等まで企画デザインか
らご提案いたします。是非お
気軽にお問合せ下さい。

〒422-8033 静岡市駿河区登呂2-9-20
TEL 054-287-8312　FAX 054-287-8317
http://www.nagashima-p.co.jp

㈲長嶋印刷

最先端のレーザー加工技術が大きな武器です
レーザーならではの繊細なカットを施した当社独自のオリジナル

商品を製作してい
ます。デザインデー
タから直接加工で
きるので、1部からの
小ロット受注にも対
応！販促物にいかが
でしょう。お気軽に
お問合せください！

〒420-0859 静岡市葵区栄町2-10 1192ビル5F
TEL 054-205-0818
http://rakuten.co.jp/fujiedakyoritsu/

㈱共立アイコム 静岡支店

本気で静岡を元気にしようと行動しています
静岡を元気にしたい！共立アイコムは清水駅前銀座商店街
にて富士山コスプレ世界大会を開催するなど本気で取り組

んでいます。さらに静
岡県産品だけを販売
するサイト「静岡産し
ぞーかうまれ」の運
営も開始しました。お
買い上げはもちろん、
出品も大歓迎です。

〒420-0874 静岡市葵区辰起町４-21
TEL 054-271-6688　FAX 054-271-6913
http://www.iizuka-p.co.jp

㈲飯塚印刷

SINCE 1950
活字が生んだ文字の文
化を踏襲しつつ、変化し
進化し続けるコンピュー
タ技術に、グラフィック・
デザインを印刷表現す
る印刷会社です。60余
年の信頼と新たなる技
術に裏付けされた印刷
物を常に提供致します。

印刷会社のご紹介印刷会社のご紹介印刷会社のご紹介印刷会社のご紹介印刷会社のご紹介

〒424-0806 静岡市清水区辻1-7-9
TEL 054-361-3311　FAX 054-361-3320
http://s-cre.com

㈱エスクリエイト

インバウンド対策で静岡を盛上げませんか？
インバウンド対策は出きていますか？　創業６９年の実績を活

かし、様々な外国語
の翻訳・通訳はもち
ろん、カタログ、チラ
シ、メニューの印刷、
ホームページ、看板、
キャラクター、外国
人向けの土産物ま
でご提案します。



〒422-8076 静岡市駿河区八幡5-2-33
TEL 054-286-5171　FAX 054-286-5172
http://shizuin.sakura.ne.jp/

静岡県印刷工業組合

静岡県ＭＵＤコンテスト＆セミナーに参加を
毎年「静岡県メディア・ユニ
バーサルデザイン(ＭＵＤ)
コンテスト」を開催。６月～９月
に作品を募集し、10月に審
査、11月に受賞者を表彰し
ます。６月にはＭＵＤを解説
するセミナーを開催。詳しく
はＨＰをご覧ください。

〒424-0949 静岡市清水区本町12-6
TEL 054-352-2188
http://www.nishigai.co.jp/

㈱ニシガイ

環境を考え、日本の伝統を継承する
昭和59年、異業種企業交流会で「水溶性樹脂製灯ろう」が

発表。その後改良を重
ね、本体も水に溶ける
紙で作られた当社製
造の「水溶性紙灯籠」
は、現在日本各地でご
利用いただいています。
ご購入は㈱サンオーク
（03-3219-8464）まで。

〒422-8058 静岡市駿河区中原541-2
TEL 054-283-1877　FAX 054-283-0558
http://meiwa-p.com

明和印刷㈱

車両カッティングステッカー製作承ります！
春は学生にとっても企業にとっても新たな一歩を踏み出す季

節。そんな門出の季節
に、貴社の営業車・配
送車のカッティングステ
ッカーを新しく張替えま
せんか？営業車は走る
「広告塔」です！フルラ
ッピングも承ります。

静鉄長沼駅を降りればすぐ見えます

〒420-0813 静岡市葵区長沼630
TEL 054-261-8245　FAX 054-262-5721

㈲福島印刷

昔ながらの印刷屋ですが幅広く手掛けます！
印刷屋には珍しい女性社長をはじめ､女性制作スタッフ､超

マメな営業マン､全員
が気配りと笑顔を自慢
に､いつでも･どこでも･
何度でも足を運びます｡
必要なだけの少ロット
印刷､印刷経費見直し
等もご相談下さい！

〒422-8027 静岡市駿河区豊田1-8-36
TEL 054-283-0111　FAX 054-281-9421
http://www.yachiyo-p.com

八千代印刷㈱

印刷物を通じて情報発信をお手伝いします！
新聞、雑誌、記念誌といった出版印刷をはじめ、はがき、封筒、

事務用印刷など様 な々
印刷物を手がけていま
す。豊富な経験とノウハ
ウを生かし、組版・編集
から印刷、製本まで一
貫した製品づくりをお
任せ下さい。

静岡県印刷工業組合員で当会議所会員事業所の印刷会社を一部ご紹介いたします。

〒421-0303 榛原郡吉田町片岡2210
TEL 0548-32-0850　　FAX 0548-32-0919
http://www.m-print.co.jp

松本印刷㈱

ダイレクト印刷で広がる可能性。
ECサイト「一作屋」をオープン。UVインクジェット印刷を使用

し多種多様な製品
が生まれています。
このUV印刷を利用
した製品が第9回
静岡県メディアユニ
バーサルデザインコ
ンテストにて最優秀
賞を受賞しました。





　　

国
宝「
五
重
小
塔
」を
有
す
る
元
興
寺
や
、

我
が
国
最
古
の
神
社
と
い
わ
れ
る
大
神
神
社

な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。奈
良
時
代
か
ら
現

存
の「
五
重
小
塔
」は
、今
は
無
き
五
重
塔
を

１
／
10
サ
イ
ズ
で
作
っ
た
模
型
で
、当
時
を
知

る
貴
重
な
資
料
で
す
。今
後
の
活
動
へ
の
意
識

が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

１
，３
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
が
一
堂
に

会
し
、新
年
の
ご
挨
拶
や
名
刺
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
で
は
、毎
年
恒
例
の
芸
妓
の

踊
り
や
マ

グ
ロ
包
丁

式（
ふ
る
ま

い
）、ま
た

参
加
者
全

員
に
景
品

が
当
た
る

福
く
じ
で

大
い
に
盛

り
上
が
り

ま
し
た
。

　

中
小
企
業
の
経
営
改
善
、「
攻
め
の
経
営
」へ

の
転
換
に
必
要
な
人
材
の
登
用
を
支
援
す
る

プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ

ナ
ル
人
材
戦
略

拠
点
事
業
の
実

施
に
あ
た
り
、

経
済
団
体
、金

融
機
関
、支
援

機
関
か
ら
な
る

協
議
会
を
設

立
、第
１
回
会

議
を
開
催
し
、

事
業
内
容
の
説

明
と
事
業
へ
の

協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

企
業
情
報
サ
イ
ト「
ビ
ジ
ネ
スｅ
パ
ス
ポ
ー

ト
」の
登
録
企
業
勉
強
会
を
兼
ね
て
Ｉ
Ｔ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、延
べ
50
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。国
内
屈

指
の
Ｓ
Ｅ
Ｏ

技
術
者
と

し
て
知
ら
れ

る
木
村
賢

氏
等
を
お

招
き
し
、中

小
企
業
が
Ｗ

Ｅ
Ｂ
を
活
用

す
る
上
で
参

考
に
な
る
各

種
最
新
情

報
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

当
所
後
藤
会
頭
や
久
能
山
東
照
宮
落
合

宮
司
、㈱
安
心
堂
永
田
社
長
ら
は
都
内
の
ス

ペ
イ
ン
大
使
館
を
訪
れ
、１
６
１
１
年
に
ス
ペ
イ

ン
国
王
か
ら
家
康
公
に
送
ら
れ
た
西
洋
時
計

の
復
刻
品
を
ス
ペ
イ
ン
大
使
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

日
本
と
ス
ペ
イ
ン
の
友
好
の
証
と
し
て
今
後
飾

ら
れ
ま
す
。

　　

静
岡
お
で
ん
フェア
実
行
委
員
会
で
は
静
岡

お
で
ん
の
名
店
の
味
を
電
車
内
で
堪
能
で
き

る
、し
ぞ
〜
か
お
で
ん
ト
レ
イ
ン「
静
岡
お
で
ん

フ
ェ
ア
号
」を
初
運
行
し
ま
し
た
。カ
ラ
フ
ル
に

装
飾
さ
れ

た
特
別
仕

様
の
車
内

で
特
製
静

岡
お
で
ん

と
生
ビ
ー

ル
に
舌
鼓

み
を
打
ち
、

大
い
に
盛

り
上
が
り

ま
し
た
。

写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

平
成
28
年

新
春
会
員
の
集
い

・ゴンサロ・デ・ベニートスペイン大使（右）に贈呈・車内で静岡おでんを堪能した参加者

・当事業のマネージャーに中嶋壽志氏（元静岡経済研究所顧問）が就任

・木村賢氏（㈱サイバーエージェントＳＥＯ戦略室長）の講演風景

し
ぞ
〜
か
お
で
ん
ト
レ
イ
ン

「
静
岡
お
で
ん
号
」初
運
行

第
１
回
静
岡
県
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

人
材
戦
略
協
議
会

1/20

「
家
康
公
の
時
計
」

ス
ペ
イ
ン
大
使
に
寄
贈

・新春の活気あふれる会場（グランシップ大ホール）

駿
府
城
を
愛
す
る
会

奈
良
視
察
会

新
春
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー

「
中
小
企
業
の
最
新
Ｗ
Ｅ
Ｂ
戦
略
」

1/7 12/24

1/29

・存在感ある塔高5.5メートルの五重小塔

お
お　
み
わ

1/26

1/29
・30



三
保
地
下
海
水
の
陸
上
養
殖「
高
級
魚
カ
ワ
ハ
ギ
」を
試
験
販
売

駿
河
湾
地
域
事
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
産
学
官
連
携
成
果
品

　

新
産
業
の
創
出
や
新
技
術
開
発
を
推

進
す
る
組
織「
新
産
業
開
発
振
興
機
構
」

は
、会
員
の
も
つ
技
術
や
販
路
等
の
経
営

資
源
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
す
る
こ
と
で
、時

代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た「
も
の
づ
く
り
」を

促
進
し
て
い
ま
す
。

　

本
機
構
の
中
に
、静
岡
市
の
産
業
振
興

プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た「
駿
河
湾
地

域
の
循
環
型
社
会
の
推
進
と
新
事
業
の

創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
実
施
団
体
と
し
て

〝
駿
河
湾
地
域
事
業
化
プ
ロ
ジェク
ト
〞が
、

平
成
17
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。プ
ロ
ジェ

ク
ト
で
は
、静
岡
大
学
農
学
部
に
共
同
研

究
室
を
設
置
、静
岡
県
立
大
学
と
は
植
物

や
野
菜
の
機
能
性
の
研
究
を
行
い
、東
海

大
学
海
洋
学
部
と
は
三
保
地
下
海
水
を

活
用
し
た
魚
介
類
の
陸
上
養
殖
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
化
に
向

け
活
動
し
て
き
ま
し
た
。「
陸
上
養
殖
高

級
魚
カ
ワ
ハ
ギ
」は
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
成
果
品
と
し
て
、カ
ネ
ヘ
イ
養
魚
場

が
平
成
26
年
か
ら
養
殖
を
行
い
、昨
年
12

月
よ
り
試
験
販
売
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ネ
ヘ
イ
養
魚
場
は
、昭
和
40
年
に
創

業
し
、長
年
ヒ
ラ
メ
の
養
殖
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

２
年
ほ
ど
前
、静
岡
商
工
会
議
所
か
ら

カ
ワ
ハ
ギ
の
養
殖
に
つ
い
て
話
を
頂
き
、「
ヒ

ラ
メ
と
併
せ
て
養
殖
し
て
み
な
い
か
」と
勧

め
ら
れ
ま
し
た
。カ
ワ
ハ
ギ
は
築
地
市
場
で

も
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
る
の
を
知
っ
て
い

ま
し
た
し
、折
角
お
声
掛
け
い
た
だ
い
た
の

で
、養
殖
し
て
み
よ
う
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
数
は
限
定
的
で
す
が
、地
元
の
飲

食
店
で
も
取
り
扱
っ
て
頂
い
て
お
り
、今
後

は
静
岡
の
新
た
な
特
産
品
に
な
る
よ
う
、

養
殖
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

カ
ネ
ヘ
イ
養
魚
場

宮
城
島
重
紀 

氏

　　　

東
海
大
学
海
洋
学
部
と
陸
上
養
殖
の

共
同
研
究
を
平
成
17
年
度
よ
り
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

三
保
地
下
海
水
は
、年
間
を
通
し
て
水

温
が
一
定（
17
℃
〜
21
℃
）、細
菌
類
が
皆

無
で
、冷
却
、加
温
が
不
要
、魚
病
薬
を
使

わ
な
い
安
全・安
心
な
魚
を
養
殖
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、カ
ワ
ハ
ギ
を
は
じ
め
、ア
ワ
ビ
、タ

ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
、ナ
マ
コ
、ト
ラ
フ
グ
、ア
オ
リ

イ
カ
な
ど
を
陸
上
で
養
殖
し
て
い
ま
す
。

　　
・
寿
司
店
他
で
高
級
魚
と
認
知
さ
れ
、魚

価
は
高
値　

・
特
に
肝
の
美
味
し
さ
が(

関
東
市
場)

高

く
評
価　

・
天
然
物
は
計
画
的
漁
獲
が
難
し
く
、か

つ
肝
重
比（
産
卵
期
変
動
）で
季
節
価

格
変
動
が
大
き
い　

・
養
殖
魚
は
安
定
供
給
が
可
能
で
、か
つ

肝
重
比
は
通
年
し
て
高
止
ま
り

　

⇩
数
少
な
い【
天
然
∧
養
殖
】な
魚
種

・
一
方
、生
産
は
冬
季
低
水
温
で
斃
死
す

る
た
め
、本
州
で
の
養
殖
実
施
者
は
、ほ

ぼ
無
し

　

☆
陸
上
養
殖
に
極
め
て
適
し
た
魚
種
☆

養殖のカワハギは、肝が通年安定して大
きいのが特徴です

平成27年12月から“なすびグループ”で
販売されている『三保の松原 天女と白
龍の羽衣伝説』

陸
上
養
殖
高
級
魚
カ
ワ
ハ
ギ
の
特
性

駿
河
湾
地
域
事
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
お
問
合
せ・ご
入
会
の
お
申
込
み
は

静
岡
商
工
会
議
所 

産
業
振
興
部 

新
産
業
課 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
４-

３
５
５-

５
４
０
０

産
学
官
連
携
事
業〝
陸
上
養
殖
〞と
は
？

駿河湾地域事業化プロジェクト
静
岡
大
学

静
岡
県
立
大
学

東
海
大
学
海
洋
学
部

研
究
部
会

陸
上
養
殖
研
究

薬
草
育
成･

植
物
抵
抗
性

線
虫
忌
避

資
材
の
開
発

植
物
か
ら

有
効
成
分
抽
出

柑
橘
の

高
付
加
価
値
化

連携



オーレ！

静
岡
商
工
会
議
所
は
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

節 試合日 対戦チーム
2016年　明治安田生命J2リーグ

競技場 申込期限

清水エスパルス2016ホームゲーム（全20試合）に
各試合２組４名様をご招待いたします。

ＳＳ指定席（スタジアム内駐車券付）！

申込フォームに必要事項を記入のうえ、各申込期限までにご応募ください。応募者多数の場合は、
抽選とさせていただきます。なお、当選発表はチケットの発送をもって代えさせていただきます。

静岡商工会議所共済制度加入事業所の皆さまに特典

清水エスパルスホームゲーム清水エスパルスホームゲーム
「静岡商工会議所シート」にご招「静岡商工会議所シート」にご招待！待！

清水エスパルスホームゲーム
「静岡商工会議所シート」にご招待！

第 3 節
第 4 節
第 7 節
第 8 節
第10節
第13節
第15節
第18節
第19節
第22節
第24節
第26節
第28節
第29節
第31節
第32節
第35節
第37節
第39節
第41節

松本山雅ＦＣ
コンサドーレ札幌
セレッソ大阪
カマタマーレ讃岐
ツエーゲン金沢
徳島ヴォルティス
ザスパクサツ群馬
横浜ＦＣ
ジェフユナイテッド千葉
ロアッソ熊本
東京ヴェルディ
ＦＣ岐阜
Ｖ・ファーレン長崎
レノファ山口ＦＣ
モンテディオ山形
水戸ホーリーホック
ＦＣ町田ゼルビア
ギラヴァンツ北九州
京都サンガF.C.
ファジアーノ岡山

3月13日（日）　13：00
3月20日（日）　13：00
4月 9日（土）　18：30
4月17日（日）　13：00
4月29日（金）　17：00
5月15日（日）　13：00
5月28日（土）　14：00
6月12日（日）　13：00
6月19日（日）　18：00
7月10日（日）　18：00
7月20日（水）　19：00
7月31日（日）　18：00
8月11日（木）　18：00
8月14日（日）　18：00
9月11日（日）　未　定
9月18日（日）　未　定
10月 8日（土）　未　定
10月23日（日）　未　定
11月 3日（木）　未　定
11月12日（土）　未　定

アイスタ
アイスタ
アイスタ
アイスタ
アイスタ
アイスタ
アイスタ
アイスタ
アイスタ
アイスタ
アイスタ
アイスタ
アイスタ
アイスタ
アイスタ
アイスタ
アイスタ
アイスタ
アイスタ
アイスタ

3月 1日（火）
3月 1日（火）
3月18日（金）
3月18日（金）
3月18日（金）
4月22日（金）
4月22日（金）
5月20日（金）
5月20日（金）
6月24日（金）
6月24日（金）
6月24日（金）
7月22日（金）
7月22日（金）
未　定
未　定
未　定
未　定
未　定
未　定

http://www.shizuoka-cci.or.jp/insurance/s-pulse.html
静岡商工会議所のホームページよりお申し込みください。



天野法律事務所
弁護士

天野 靖久 さん

誌 上

経営
相　談

親
族
と
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
で
き
る
か

保
証
債
務
が
現
実
化
す
る
可
能
性
の
説
明
が
必
要

事
実
上
破
綻
状
態
に
あ
る
会
社
の
貸
付
金
に
つ
い
て
、こ
の
会
社

の
代
表
者
の
親
族
に
連
帯
保
証
人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、問
題
点
は
あ
り
ま
す
か
？

回 答

POINT会
社
の
貸
付
金
等
の
親
族
へ
の
請
求

代
表
者
の
親
族
へ
の
貸
付
金
等
の
請
求

　

事
実
上
破
綻
状
態
に
あ
る
会
社
に
つい
て
貸

付
金
等
を
有
し
て
い
る
場
合
、
こ
の
会
社
の
代

表
者
の
親
族
に
請
求
す
る
方
法
は
な
い
か
と
い

う
ご
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
借
り
て
い
る
本
人
（
主
債
務

者
）
と
親
族
は
別
人
格
で
す
か
ら
、
親
族
が

保
証
等
の
契
約
を
締
結
し
て
い
な
い
限
り
基

本
的
に
は
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
、
親
族
と
の
間
に
保
証
契
約
を

締
結
す
れ
ば
、
問
題
な
く
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

保
証
債
務
が
現
実
化
す
る
可
能
性
の

説
明
が
必
要

　

こ
れ
ら
の
点
に
注
意
し
て
保
証
契
約
を
締

結
す
れ
ば
、
保
証
契
約
は
成
立
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
事
実
上
破
綻
状
態
に

あ
る
会
社
の
貸
付
金
等
の
債
務
の
保
証
に
は
、

次
の
点
を
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
「
主
債
務
者
で
あ
る
会
社
が
事
実

上
の
破
綻
状
態
で
あ
る
こ
と
を
保
証
人
と
な

る
親
族
が
知
っ
た
上
で
保
証
契
約
を
締
結
し

た
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
保
証
契
約
の
締

結
の
話
を
す
る
際
、
債
権
者
は
、
保
証
人
と

な
る
予
定
の
親
族
か
ら
、
主
債
務
者
で
あ
る

会
社
の
資
力
状
態
を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
こ
の
と
き
に
、
虚
偽
の
説
明
を
す
れ

ば
保
証
契
約
が
詐
欺
を
理
由
に
取
り
消
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
と
き
に
虚
偽
の
説
明
を
し
な

く
と
も
、
主
債
務
者
が
事
実
上
の
破
綻
状
態

に
は
な
い
と
思
わ
せ
る
こ
と
を
告
げ
た
上
で
保

証
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
は
、
保
証
契
約

親
族
と
の
連
帯
保
証
契
約
の
締
結

　

ま
ず
は
、保
証
契
約
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま

す
。保
証
契
約
と
は
、主
た
る
債
務（
設
例
で

は
貸
金
債
務
）の
履
行
を
担
保
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、債
権
者
と
保
証
人
と
の
間
で
締
結

さ
れ
た
契
約
を
い
い
ま
す
。

は
錯
誤
（
保
証
人
の
保
証
債
務
の
承
諾
に
は
、

会
社
が
破
綻
状
態
に
な
い
こ
と
を
信
じ
て
保

証
を
す
る
と
い
う
動
機
が
表
示
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
）
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
債
権
者
と
し
て
は
、
保
証
人

と
な
る
予
定
の
親
族
に
対
し
て
、
会
社
が
事

実
上
破
綻
状
態
で
あ
り
、
保
証
債
務
が
現
実

化
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
実
問
題
と
し
て
、
こ
こ
ま
で

説
明
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
親
族
は
保
証
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
、
残
念
で
す
が
、
親
族
を
保
証
人
と
す

る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

よ
く
見
ら
れ
る
連
帯
保
証
契
約
と
は
、保
証

債
務
の
性
質
の
内
、催
告
及
び
検
索
の
抗
弁
が

な
い
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

催
告
の
抗
弁
と
は
、債
権
者
が
保
証
人
に
対

し
請
求
し
た
と
き
に
、保
証
人
か
ら
ま
ず
主
た

る
債
務
者
に
対
し
て
催
告
を
せ
よ
と
主
張
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、検
索
の
抗
弁
と
は
、債
権
者
が
主
た

る
債
務
者
に
対
し
請
求
を
し
た
場
合
で
あ
って

も
、ま
ず
は
主
た
る
債
務
者
の
財
産
に
執
行
せ

よ
と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
抗
弁
が
な
い
も
の
が
連
帯
保
証
と

な
り
、連
帯
保
証
の
場
合
、債
権
者
は
、は
じ
め

か
ら
、主
た
る
債
務
者
と
連
帯
保
証
人
に
ど
ち

ら
に
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、保
証
契
約
は
、平
成
16
年
の
民
法
改

正
に
よ
り
、書
面
に
よ
る
こ
と
が
成
立
の
要
件

と
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、債
権
者
と
保
証

人
と
の
口
頭
の
約
束
で
は
成
立
せ
ず
、書
面
に

よ
っ
て
初
め
て
契
約
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。



〒421-1213
静岡市葵区山崎2丁目35-33
TEL：054-277-2525/FAX：054-277-2526
MAIL：info.haratax@gmail.com

原耕司税理士事務所は『P（PLAN）-D（DO）-C（CHECK）-A（ACTION）サイクル』による
経営の向上を目指すお客様を全力でサポートします。

～継続して繁栄する会社を目指す～

（弥生シリーズの便利な点）
◎手書きの帳簿類に書き込む感覚
で入力可能。
◎シリーズ間でデータ連動可能。等
◆ご依頼いただければ、当事務所
が初期設定を代行（有料）。
決められた入力方法で入力すれば
簡単に経理処理を行えます。

弥生製品購入をご検討中の方へ、事前に製品に触れていただき、予めその使用感を知って頂くセミナーとなっております。
お一人様1台のパソコンを使用。無料で受講できますので、ご検討中の方は是非ご受講ください。
※平成27年11月開催セミナーより、最新版「弥生16シリーズ」でのセミナー開催となります。

“かんたん”“やさしい”“いちばん売れている”弥生シリーズで会社経理をもっと楽しく “弥生給与”はマイナンバーにも対応！

当事務所は
『経営革新等支援機関』です！

弥生＂16＂シリーズ 無料体験教室 開催中

◆各種ソフトのご注文も承ります◆

既にソ
フト購入

済の方
へ

WEB：http://www.tax.io/　又は

TEL：054-277-2525/F
MAIL：info.haratax@gmail.com

～継続して繁栄する会社を目指す～
当事務所は
『経営革新等支援機関』です！会社〈経営〉を会社《継栄》に

自社の現状や課題を見つける／業績向上を目指す／経営の向上を図る
【単年経営計画作成】　1年間の経営計画を、売上・経費毎に作成します。
【中期五ヵ年経営計画作成】　5カ年の経営計画を、資金繰り等含め作成します。
随時開催　　料金：32,400円～　　お申込み・お問い合せはお電話でお気軽にどうぞ。

原耕司税理士事務所 検　索
↑↑

ソフト購
入

御検討
中の方

へ

弥生14シリーズの初期設定や日常処理の操作方法、また便利な使い方を解説するセミナー（有料）や、お客様の経理状態に合わせた個別指
導も行っております。お申込み、お問い合せは当事務所HPを御覧ください。お電話でも受け付けております。お気軽にお問い合わせください。

弥生会計
セミナー種別

弥生販売

弥生給与

日　程

両日とも13：30～15：00
時　間

15：15～16：45

15：15～16：45

料金その他
料金：無料
対象：製品ご購入前の方
会場：当事務所1Fセミナールーム
内容：お一人様1台のパソコンを使用。

実際に弥生ソフトの操作感を体験
していただきます。

4月11日㈪

4月11日㈪

3月22日㈫

3月22日㈫

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

3月22日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113
3月23日㈬ 14：00～
TEL054-355-5400

商工会議所 静岡事務所
　
清水産業・情報プラザ

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482

菊川カントリークラブ
TEL0537-36-1171

昼食付感謝企画

キャディ付４バック１Ｒ料金を表示しています

3月 1日（火）～ 4日（金）
3月21日（月休）
4月 5日（火）～ 8日（金）
5月 5日（木祝）
5月 6日（金）
5月11日（水）～13日（金）

昼食付 11,800円
昼食付 17,200円
昼食付 11,800円
昼食付 15,580円
昼食付 11,800円
昼食付 12,340円

感謝デー10，720円
3月29日（火）～31日（木）
4月 1日（金）・12日（火）・26日（火）～28日（木）
5月26日（木）・27日（金）・31日（火）



静
岡
市
が「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」第
１
位
に

静
岡
市
が「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」第
１
位
に

　

働
く
ママ
＆
パ
パ
に
役
立
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
情
報
サ
イ
ト『
日
経
Ｄ
Ｕ
Ａ
Ｌ
』に「
共
働
き
子
育
て
し
や
す
い
街
地
方
都
市
編

で
静
岡
市
１
位
」と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、平
成
27
年
９
月
に
日
経
Ｂ
Ｐ
社（
日
経
Ｄ
Ｕ
Ａ
Ｌ
）と
日
本
経
済
新
聞
社
が
共
同
で
、１
都
３
県（
東
京・神
奈

川・埼
玉・千
葉
）の
主
要
地
区
と
全
国
の
政
令
指
定
都
市
計
１
０
０
自
治
体
あ
て
に「
自
治
体
の
子
育
て
支
援
制
度
に

関
す
る
調
査
」を
実
施
し
、回
答
を
得
た
81
自
治
体
の
回
答
内
容
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、「
共
働
き
子
育
て
自
治
体
ラ
ン
キ

ン
グ
」と
し
て
発
表
し
た
も
の
で
す
。

日
経
Ｄ
Ｕ
Ａ
Ｌ
調
査
結
果

　

今
回
の
調
査
で
は
特
に「
共
働
き
を
す
る

際
に
必
須
と
な
る
施
設(

イ
ン
フ
ラ)

と
補
助(

お

金・サ
ー
ビ
ス
制
度)

の
２
つ
の
柱
に
注
目
し
、共

働
き
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
、次
の
12
の
評
価

ポ
イ
ン
ト
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
認
可
園
に
入
り
た
い
人
が
入
れ
て
い
る
か

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
充

実
度

③
病
児
保
育
に
預
け
や
す
い
か

④
認
可
園
の
保
育
料
が
高
い
か
安
い
か

⑤
子
ど
も
が
２
人
以
上
い
る
家
庭
への
保
育
料

減
免
が
あ
る
か

⑥
都
認
証
保
育
所
な
ど
認
可
外
園
に
通
う
家

庭
への
助
成
が
あ
る
か

⑦
独
自
の
医
療
費
助
成
制
度
が
あ
る
か

⑧
未
就
学
児
が
い
る
世
帯
への
サ
ー
ビ
ス・現
物

支
給
が
あ
る
か

⑨
ひ
と
り
親
世
帯
への
補
助
が
あ
る
か

⑩
子
育
て
世
帯
の
流
入
を
歓
迎
し
て
い
る
か

⑪
学
童
保
育
は
小
６
ま
で
整
って
い
る
か

⑫
子
育
て
世
帯
の
割
合

　

今
回
調
査
し
た
地
域
か
ら
東
京
を
除
い
た

地
方
都
市
エ
リ
ア
で
、こ
れ
ら
を
配
点
し
、１
０

０
点
満
点
で
ラ
ン
キ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、静
岡

市
が
68
点
で
１
位
と
さ
れ
、「
静
岡
市
は
０
歳

児
申
請
児
童
数
に
比
べ
て
定
員
が
多
い
な
ど
、

イ
ン
フ
ラ
面
が
整
っ
て
い
る
状
況
」、認
定
こ
ど

も
園
へ
の
移
行
、待
機
児
童
園
の
設
置
な
ど
の

独
自
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、未
就
学
児
向
け
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

も「
子
育
て
ト
ー
ク
事
業
」「
一
時
保
育
事
業
」

「
子
育
て
支
援
ヘル
パ
ー
派
遣
」な
ど
の
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

①〝
認
定
こ
ど
も
園
〞移
行
数
が
第
１
位

　

静
岡
市
立
の
幼
稚
園・保
育
園
は
、す
べ
て

〝
こ
ど
も
園
〞に
移
行
。私
立
の
幼
稚
園・保
育

園
も〝
こ
ど
も
園
〞へ
の
移
行
が
進
み
、質
の
高

い
教
育・保
育
が
提
供
で
き
ま
す
。

②
静
岡
市
独
自
の
待
機
児
童
対
策

　

０
〜
２
歳
児
の
た
め
の
小
規
模
保
育
園
や
、

年
度
途
中
の
待
機
児
童
を
預
か
る
静
岡
市
独

自
の
待
機
児
童
園
を
整
備
し
、０
〜
２
歳
児

を
中
心
に
保
育
の
枠
を
ど
ん
ど
ん
拡
大
中
。

平
成
30
年
度
ま
で
に
は〝
年
間
を
通
し
て
〞の

真
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
実
現
し
ま
す
。

③
不
妊
治
療
支
援
の
充
実
度
Ｎｏ・１

　

特
定
不
妊
治
療
へ
の
助
成
に
つ
い
て
、所
得

制
限
を
な
く
す
と
と
も
に
、独
自
の
上
乗
せ

支
援
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、一
般
不
妊
治
療
、

男
性
不
妊
治
療
へ
の
支
援
も
開
始
し
、政
令

指
定
都
市
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
充
実
度
で
す
。

④
子
ど
も
未
来
サ
ポ
ー
タ
ー
が
支
援
を
紹
介

　

静
岡
市
の
身
近
な
地
域
に
あ
る
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で〝
子
ど
も
未
来
サ
ポ
ー
タ
ー
〞

が
、ご
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
ぴ
っ
た
り
の
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
、利
用
に
つ
な
げ
ま

す
。

⑤
医
療
費
助
成
が
充
実

　

入
院
は
、自
己
負
担
な
し
。通
院
は
、０
歳

児
は
負
担
な
し
で
、１
歳
児
〜
中
学
生
は
多

く
て
も
１
回
５
０
０
円
で
医
療
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

⑥
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

静
岡
市
内
19
か
所
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
で
、お
子
さ
ん
連
れ
で
の
遊
び
や
仲
間
づ
く

り
、育
児
講
座・相
談
が
で
き
ま
す
。

⑦
緊
急
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
／

　

病
児・病
後
児
保
育

　
い
ざ
と
い
う
時
も
大
丈
夫
。お
子
さ
ん
が
病

気
の
時
や
、急
な
残
業
で
お
迎
え
に
行
け
な
い

時
に
利
用
で
き
る
緊
急
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

や
、病
気
の
お
子
さ
ん
を
預
か
る
病
児・病
後

児
保
育
室
で
バッ
ク
ア
ッ
プ
。

⑧
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
／

　

放
課
後
子
ど
も
教
室

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、小
６
ま
で
希
望
す

る
お
子
さ
ん
全
員
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う

拡
大
中
。時
間
も
順
次
19
時
ま
で
延
長
し
て

い
ま
す
。利
用
料
も
子
ど
も
の
数
や
所
得
に
応

じ
て
軽
減
。す
べ
て
の
お
子
さ
ん
が
参
加
で
き

る
放
課
後
子
ど
も
教
室
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。

⑨
ひ
と
り
親
家
庭
支
援

　

児
童
扶
養
手
当
や
貸
付
金
は
も
ち
ろ
ん
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
子
さ
ん
や
親
御
さ
ん
へ
の

医
療
費
助
成
を
は
じ
め
、日
々
の
困
り
ご
と
や

自
立・就
業
に
向
け
た
相
談
支
援
、資
格
取
得

の
た
め
の
独
自
の
給
付
金
、日
常
生
活
で
の
ヘル

パ
ー
派
遣
、子
ど
も
へ
の
学
習・生
活
支
援
な
ど

充
実
し
た
メ
ニュ
ー
で
支
援
し
ま
す
。

静
岡
市
の
認
定
こ
ど
も
園
整
備
状
況

と
独
自
の
取
り
組
み
を
評
価

静
岡
市
の
主
な
取
り
組
み

〈
連
絡
先
〉

静
岡
市
子
ど
も
未
来
課

電
話
０
５
４‐

２
２
１‐

１
１
６
９

http://w
w
w
.chum

-shizuoka.jp/



「結婚支援に関する協定」を締結した（左か
ら）藤井嗣也しずおか出会いサポートセンタ
ー理事長、小長谷重之静岡市副市長、後藤
康雄静岡商工会議所会頭

「
し
ず
お
か
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」と
は

静
岡
商
工
会
議
所
、静
岡
市
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ず
お
か
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
ジ
ュ
ノ
ー
ル
」は
２
０
１

５
年
８
月
７
日
、静
岡
市
の
若
い
市
民
が
希
望
す
る
結
婚
を
実
現
し
、希
望
す
る
数
の
子
ど
も
を
設
け
、幸
せ

な
家
庭
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、静
岡
市
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、静
岡
市
民
へ
の
結
婚
支
援
を
連
携・協
働
し
て
行
う「
結
婚
支
援
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

し
ず
お
か
エ
ン
ジ
ェ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
①

　

静
岡
商
工
会
議
所
で
は
今
後
、「
ジ
ュ
ノ
ー

ル
」と
静
岡
市
が
主
催
す
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の

参
加
者
募
集
、「
ジ
ュ
ノ
ー
ル
」の
会
員
募
集
に

つ
い
て
、会
員
企
業
の
皆
様
に
情
報
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。今
回
は
、「
ジ
ュノ
ー
ル
」に
つい
て

紹
介
し
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
12
月
５
日
に
福
岡
県
北
九
州

市
で
開
催
さ
れ
た「
地
方
創
生
全
国
協
議
会

第
一
回
全
国
大
会
」で
の
、少
子
化
問
題
に
着

目
し
た
茨
城
県
の（
一
社
）い
ば
ら
き
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
動
発
表
に
刺
激
を
受

け
、静
岡
で
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
少

子
化
対
策
に
特
化
し
た
活
動
を
立
ち
上
げ
る

べ
く
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ず
お
か
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー「
ジ
ュノ
ー
ル
」を
、藤
井
嗣
也
氏
ら

が
設
立
し
ま
し
た
。

　

20
代
〜
30
代
の
未
婚
の
男
女
の
結
婚
へ
の

意
識
調
査（
２
０
１
４
年
）に
よ
る
と
、「
結
婚

し
た
い
」と
考
え
て
い
る
人
は
９
０・５
％
。そ

し
て「
結
婚
で
き
な
い
」理
由
の
半
数
以
上
が

「
出
会
い
が
な
い
」「
結
婚
生
活
へ
の
不
安
」と

の
こ
と
で
し
た
。

　
「
ジ
ュ
ノ
ー
ル
」で
は
、結
婚
へ
向
け
た
出
会

い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、子
育

て
に
や
さ
し
い
社
会
の
実
現
に
む
け
て
、仕
事

も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実
し
た
い
若
者
た
ち
の

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
の
向
上
を
め
ざ
し

ま
す
。

①
出
会
い・婚
活
サ
ポ
ー
ト

　

個
人
会
員
同
士
の
デ
ー
タ
マッ
チ
ン
グ
、婚
活

パ
ー
テ
ィ
、コ
ン
カ
フェ（
少
人
数
に
よ
る
お
見
合

い
）、マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
支
援
、カ
ッ

プ
ル
で
受
け
ら
れ
る
食
事
や
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト

特
典
な
ど
、独
身
男
女
の
出
会
い
や
婚
活
を
応

援
す
る
情
報
や
イ
ベン
ト
を
提
供
し
ま
す
。

②
結
婚・妊
活
サ
ポ
ー
ト

　

結
婚
が
決
ま
っ
た
ら
、新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
。

ブ
ラ
イ
ダ
ル・美
容
関
連
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
、家

電
家
具
、新
居
探
し
、車
や
旅
行
等
の
特
典
、

妊
活
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

③
妊
娠・出
産・子
育
て・就
労
サ
ポ
ー
ト

　

新
し
い
家
族
が
増
え
る
あ
な
た
へ
。プ
レ
パ
パ

マ
マ
、新
米
パ
パ
マ
マ
を
応
援
す
る
情
報
や
イ
ベ

ン
ト
、子
育
て
し
な
が
ら
働
く
ママ
、ス
キ
ル
ア
ッ

プ
し
た
い
女
性
を
応
援
す
る
情
報
や
イ
ベ
ン
ト

を
提
供
し
ま
す
。

　

な
お
、個
人
会
員
は
、入
会
金
１
万
円（
６

月
末
ま
で
）、年
会
費
１
万
円
で
す
。

　

今
や
共
働
き
家
庭
が
主
流
と
な
り
、家
庭

や
地
域
で
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
働
く
人
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

企
業
が
時
流
の
変
化
に
対
す
る
適
応
力
を

蓄
え
、持
続
的
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、

多
様
な
働
き
方
の
ニ
ー
ズ
を
持
つ
人
材
を
積

極
的
に
活
か
し
、戦
力
と
し
て
い
く
べ
き
時
代

と
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
が
、ワ

ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
を
基
本
に
据
え
た
企

業
戦
略
で
す
。

　

結
婚
か
ら
子
供
を
産
み
育
て
る
一
連
の
流

れ
を
、企
業
で
支
援（
応
援
）す
る
こ
と
が
、若

者（
社
員
）の
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
を
向

上
さ
せ
、福
利
厚
生
面
で
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
向

上
さ
せ
、優
秀
な
社
員
を
獲
得
す
る
リ
ク
ル
ー

ト
活
動
に
役
立
つ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で「
ジ
ュ
ノ
ー
ル
」は
、企
業
単
位
で
少

子
化
対
策
に
取
り
組
む
、行
政
と
法
人
企
業

が
一
体
と
な
っ
た
、全
国
で
も
類
を
見
な
い
連

携
体
制
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
ジ
ュ
ノ
ー
ル
」の
賛
助
会
員（
企
業
）に
は
、

次
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

①
少
子
化（
未
婚
化・晩
婚
化
）対
策
に
積
極

的
に
社
会
貢
献
し
て
い
る
企
業
と
し
て
広

く
周
知
し
ま
す
。

②「
ジ
ュノ
ー
ル
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
企
業
名
を

掲
示
し
ま
す
。

③「
ジ
ュノ
ー
ル
」の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
等
の
チ
ラ
シ

な
ど
に
社
名
を
掲
載
し
ま
す
。

④
個
人
会
員
が
会
員
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
受

け
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
ま
す
。

⑤
個
人
会
員
の
結
婚
や
妊
娠
と
いっ
た
人
生
の

門
出
に
際
し
、賛
助
会
員
の
商
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
で
き
ま
す
。

⑥
賛
助
会
員
の
社
員
が
個
人
会
員
に
入
会
す

る
場
合
、初
年
度
の
年
会
費
１
万
円
は
免

除
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、賛
助
会
費
は
、年
３
万
円（
１
口
）以

上
で
、希
望
す
る
口
数
を
納
付
で
き
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
す
る
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
社
会
的
責
任
）の

ひ
と
つ
と
し
て
、ぜ
ひ「
ジ
ュノ
ー
ル
」の
賛
助
会

員
に
、ご
入
会
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
連
絡
先
〉

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ず
お
か
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー「
ジ
ュ
ノ
ー
ル
」

電
話
０
５
４‐

２
０
５‐

４
１
２
２

http://w
w
w
.junoall.jp/

茨
城
県
で
の
活
動
に
刺
激
を
受
け
て

個
人
会
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
会
費

企
業
が
幸
せ
を
支
え
る
時
代
へ

賛
助
会
員（
企
業
）の
特
典
と
賛
助
会
費



代表者名 所　在　地 事業内容

新 会 員 ご 紹 介 平成２8年1月1日～31日の間でご加入された事業所です。（順不
同・敬称略）※掲載希望事業所のみ  

㈱建築システム

中嶋昌啓税理士事務所

ＢａｒｂｅｒＳｈｏｐ Ｔｒｉｐｌｅ

坪井建材

小宮税理士事務所

スターエイト㈲

はりきゅう接骨院 野ばら

㈱宮正

石の久保田

吉田興業

J'aime la fleur 花や

㈱クレディセゾン 静岡サテライト

鳥居秀成中小企業診断士事務所

シャノアス社会保険労務士法人 静岡オフィス

蒔田　貴嗣

中嶋　昌啓

三重　直正

坪井　建憲

小宮　博美

勝矢　とみ子

内山　大吾

宮下　敬一

久保田　善夫

吉田　歩

岸　佑里子

山田　浩之

鳥居　秀成

伊原　健

住宅建築

税理士

理容業

建設資材卸売業

税理士

　

接骨・はり・きゅう

業務請負業

石材加工販売

請負業

生花小売

　

経営コンサルタント

社会保険労務士

紅茶・ウーロン茶・日本茶・
ハーブ・健康茶等の製造販売

クレジットサービス、リース、
ファイナンス、不動産関連

静岡市駿河区中野新田126 昭和貿易ビル２Ｆ

静岡市駿河区登呂4-2-3

静岡市葵区瀬名川3-24-8

静岡市駿河区手越原160-2

静岡市清水区谷田21-2-303

埼玉県越谷市南越谷4-11-2-5B

静岡市清水区元城町5-13

静岡市清水区鳥坂694-3

静岡市清水区天王南1-11

静岡市清水区駒越中2-1-63-7

静岡市葵区沓谷1350-1
静岡市葵区栄町3-1
あいおいニッセイ同和損保静岡第一ビル5F
静岡市清水区相生町6-17
静岡市清水産業情報プラザ601
静岡市清水区相生町6-17
静岡市清水産業・情報プラザ

只今、会員募集キャンペーン展開中！ 新会員をご紹介下さい。ご紹介いただいた方に、
もれなく図書カードをプレゼント致します。

事業所名

5F大ホール
400名が一堂に集える多機能ホール。
講演会・研修会・祝賀会・ダンスパーティー・
各種企業行事などにご利用できます。

会議室（4F）
人と情報の交流する多目的スペース。
少人数の会議から大人数の講習会、研修会、
また会議後の懇親会など多目的に使えます。

〔会員割引〕
会員の方は、一般より安い料金でご利用いただけます。

貸会議室利用のご案内静岡商工会議所 静岡事務所会館 貸会議室利用のご案内
駅
か
ら
徒
歩
5
分
。

会
場
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、

後
片
付
け
も
い
た
し
ま
す
。

　

静
岡
商
工
会
議
所
会
館
は
、J
R
静
岡

駅
か
ら
歩
い
て
5
分
。

　

各
種
行
事・会
議
か
ら
サ
ー
ク
ル
活
動

（
30
名
〜
400
名
）ま
で
会
員
の
皆
様
の
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

机・イ
ス
の
配
置・パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の

準
備
な
ど
、会
場
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
承

り
ま
す
。

　

利
用
日
の
１
年
前
よ
り
お
申
込
み
を

受
付
け
ま
す
。

お
申
込
み
は

総
務
企
画
課
／
☎
0
5
4〈
2
5
3
〉5
1
1
1

会議室  ご使用料金表 （消費税込み・単位：円）

5F
大ホール 370

広 さ
（㎡数）

70名
（学校式）

80名
（学校式）

60名
（学校式）

30名
（学校式）

定 員

120

136

86

63

平日 44,300

9～12時 13～17時 18～21時 9～17時 13～21時 9～21時

52,500 59,700 87,500 114,200 139,900

51,500 61,800 70,000 102,900 133,800 164,600

14,400 17,500 19,600 26,800 35,000 44,300

16,500 20,600 22,700 30,900 41,200 51,500

15,500 20,600 22,700 29,900 38,100 47,400

18,600 24,700 26,800 35,000 45,300 55,600

12,400 14,400 14,400 22,700 26,800 35,000

14,400 16,500 17,500 26,800 30,900 41,200

10,300 12,400 13,400 17,500 20,600 26,800

12,400 14,400 15,500 20,600 24,700 30,900

日曜・祭日

平日

日曜・祭日

平日

日曜・祭日

平日

日曜・祭日

平日

日曜・祭日

401
号室

402
号室

403
号室

404
号室

一般料金

平日 33,000

9～12時 13～17時 18～21時 9～17時 13～21時 9～21時

40,200 49,400 66,900 86,400 107,000

39,100 47,400 57,600 78,200 101,900 125,500

10,300 13,400 16,500 19,600 26,800 33,000

12,400 15,500 18,600 23,700 30,900 39,100

12,400 16,500 18,600 22,700 29,900 36,000

14,400 18,600 21,600 26,800 34,000 42,200

9,300 10,300 12,400 17,500 19,600 26,800

11,400 12,400 14,400 20,600 23,700 30,900

8,300 9,300 11,400 13,400 16,500 19,600

9,300 11,400 13,400 15,500 18,600 23,700

日曜・祭日

平日

日曜・祭日

平日

日曜・祭日

平日

日曜・祭日

平日

日曜・祭日

会員料金

机・イス付
250名（学校式）
イスのみ
400名



山内 啓嗣
（静岡市伝統工芸技術保存講習会参加者）

静岡県知事賞

髙橋 一雄
静岡市葵区五番町3-11

TEL：054-252-4924 （静岡竹工芸（協））

静清信用金庫 理事長賞

細田　豊
静岡市葵区田町4-39
TEL：054-253-6044

静岡産業振興協会 理事長賞

杉山 雅俊
静岡市葵区五番町3-11

TEL：054-252-4924（静岡竹工芸（協））

松坂屋静岡店 店長賞

山内 靖浩
藤枝市藤岡3-8-7
TEL：054-638-5007

しずおか信用金庫 理事長賞

岡部　潔
静岡市葵区七番町5-14
TEL：054-254-6767

静岡第一テレビ賞

望月 栄一
静岡市葵区神明町9-11
TEL：054-271-8224

静岡朝日テレビ賞

佐野 暢子
静岡市駿河区中村町16-1

TEL：054-281-0083（長谷川方）

テレビ静岡賞

櫻井 茂雄
焼津市坂本320-4
TEL：054-629-9555

静岡新聞社・静岡放送賞

篠原 史生
静岡市駿河区西中原1-8-39
TEL：090-5871-6208

静岡特産工業協会 会長賞

辻本 愛子
静岡市葵区三番町22-12

TEL：054-253-2352（諸井方）

静岡商工会議所会頭賞

百瀬 聡文
静岡市清水区中河内639
TEL：054-396-3883

静岡市長賞

わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー　特別企画

伝統工芸優秀作品コンクール



わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

〒420-0034 静岡市葵区常盤町1-8-7青葉横丁内
TEL＆FAX  054-221-7400
http://odenya-obachan.com/

おでんや おばちゃん

青葉横丁から静岡
おでんを盛り
上げます！

「おでんや おばちゃん」では県外・
海外からのお客様も増え、お店
を通じて、静岡の人・食べ物・風
景を、良い思い出と共に持ち
帰り、また静岡の街や「おでんや 
おばちゃん」に寄ってもらえるよ
う努力しています。

おでん1本108円（税込）～

〒420-0816 静岡市葵区沓谷1350-1
TEL 054-655-1887　FAX 054-655-1805
http://shizuoka-hanaya.com

J'aime la fleur ＊花や＊

送別・感謝の花束
は配達で楽チン！

お忙しい皆様方のために、合
計5400円以上は静岡市内に
配達料無料でお届けできます。
ご注文は電話、ファックス、ウェ
ブでOK！決済方法も選べます。
可愛い花束はもちろんですが、
男性向けのカッコいい花束も
非常に好評です。

10～17時 火曜定休

〒420-0941 静岡市葵区松富2-2-77-106
TEL 054-340-3341　FAX 054-340-3341

Dimple-hair-

おまかせで！そんな
声が多いサロンです。

人と人との繋がりを大切に、お客
様が笑顔になっていただけるサ
ロンを目指しています。使用して
いるカラー剤など、ダメージを最小
限に抑える者を使っています。髪
のダメージでお悩みの方は、是非
当サロンヘご相談下さい。

〒420-0035 静岡市葵区七間町18-4グリーンビュー七間町2Ｆ
TEL 080-2669-4402　FAX 054-260-5151
http://www.sachi-beauty.com/

MLFHC Beauty

青葉通り沿いにある美容室＆美容サロンです。静岡初のまつ
げエクステ最新技術エアリーボリュームラッシュ公認サロンです。

併設の美容室もカット（シャ
ンプーブロー込）初回3,000
円とリーズナブル！

リーズナブルにオシャレをＧＥＴ！

奇跡の一滴体感会！

〒422-8058 静岡市駿河区中原380
TEL 054-374-5001　FAX 054-374-5001
http://www.e-komo.com/

リゾートサロンE-Komodo

今その化粧品は貴方のお肌に合っていますか？年齢と共に肌
の衰えは仕方ない
と思っていません
か？そろそろ本気で
お手入れしてみまし
ょう！！今までの化粧
品とは全く違う製品
です。詳細につい
ては下記にお問い
合わせ下さい。

20ヶ入800円（税込） 12ヶ入480円（税込）

創業60年、自慢の酒まんじゅう

〒422-8047 静岡市駿河区中村町198-3
TEL 054-285-2730　FAX 054-285-3475

中村町三坂屋

当店一番人気の
商品、酒まんじゅう
です。あっさりとし
たあんことほんの
りとした酒の香り
が評判で、藤枝や
清水など遠方から
も来店下さいます。
小さなお子さまに
も人気です。



懐かしくて新しいタイル流し

18,360円（税込）～

〒421-0131 静岡市駿河区手越原160-2
TEL 054-259-0507　FAX 054-293-7044
http://tsuboikenzai.jimdo.com/

坪井建材

懐かしいと思われる方も多いタイルの流し。店主自ら制作をし
ていますので、お
客様のご希望の
色やパターンでオ
リジナルのタイル
流しを制作するこ
とも可能です。大
きさは幅が違う2
種類をご用意して
います。

会員事業所限定で、年に1回無料掲載できます。申込方法等の詳細は わが社自慢 検　索で掲載事業所 募集中！
住宅設備お任せください

〒420-0025 静岡市葵区金座町62
TEL 054-252-3332　FAX 054-254-9478
http://nakajima-st.com

㈱中島商店

「お客様第一主義」を企業理念にガス器具・水栓・トイレ等の
販売・修理・施工
をしております。「ど
こに頼んだらい
い？」と思ったら、ご
一報下さい。すぐ
駆けつけます。
＊中田支店新装
オープンキャンペ
ーン中＊

相談しやすい女性税理士の事務所です。

〒422-8007 静岡市駿河区聖一色665-3
TEL 054-262-2471　FAX 054-333-5454
http://www.higotax.com/

肥後好美税理士事務所

『お客様と同じ目線で、お
客様と共に前進する』を
経営理念とする税理士
事務所です。「親切、きめ
細やかさ」「素早さ」「親
しみやすさ」「わかりやす
さ」をモットーに、お客様
の経営のパートナーであ
ることをお約束します。
お気軽にご相談下さい。

UTMの営業ライセンスを取得しませんか？

〒422-8051 静岡市駿河区中野新田298-2
TEL 054-270-7792　FAX 054-270-7796

㈱ルミナス

UTMとはネット環境における統合セキュリティ装置のこと。マイ
ナンバー制度開始によ
り、中小企業様からの
需要が高まっています。
加盟金・ノルマなどなく
お気軽にご登録頂けま
す。PC・ネット関係、ル
ートセールス従事の方
にオススメです。PCに
詳しくなくても大丈夫！

プラチナという至高の輝き、それは行動力の象徴

21,600円（税込）

〒420-0859 静岡市葵区栄町3-1あいおいニッセイ同和損保静岡第一ビル
TEL 054-251-3381　FAX 054-251-3299
http://www.saisoncard.co.jp/rd/3697791-4

㈱クレディセゾン 東海支社

ビジネスユースにも対応できる、ゆとりのご利用枠で幅広くご利
用いただけます。法
人口座設定で経
費処理業務も容易
に。カードお申し込
みの際、業績申告
は不要。起業1年
目の方でもお申し
込みいただけます。
※審査あり

欲しい人材、採れていますか？

〒422-8036 静岡市駿河区敷地2-9-5-405
TEL 054-237-6811
http://www.tomono-sr.com

人材コンサルティングのトモノ社労士事務所

欲しい人材を採用する効果的な求人票をご提案します。また、
経営者の本音と
理論を反映した賃
金制度・評価制度
の導入、リーダー
シップ研修も実施
しています。（専門
家派遣制度活用
で１０～２０万円の
補助が出ます）



静岡商工会議所報「Sing」に貴社のPRチラシを同封します
貴社のPRチラシを「Sing」に同封し、静岡商工会議所の会員13,000事業所に配布します。
格安で効果的な広報手段として、ぜひご活用ください！

お問い合わせ・お申込みは、静岡商工会議所　企画広報室（TEL 054-253-5111）へ

★開封率が高く、静岡市の中小企業経営者にターゲットをしぼったPRができる。 ★単独DMに比べて、配送コストを削減できる。
※A4チラシ郵送の場合、@63円（特別料金適用）×1３,000社＝８１９,000円。当サービスでは10８,000円。

【利用料金】 （単位：円　消費税込み）

チラシ
サイズ

Ａ４まで 折りなし １０８，０００円
Ａ３まで ２つ折り １２９，６００円

仕上がりＡ４まで ８ページ以内 １５１，２００円
仕上がりＡ４まで ８ページ超 １５１,２００円に４ページ増す毎に２１，６００円加算

し
ご
と
な
で
し
こ

静

岡

の

未

来

　
「
ご
家
族
の
幸
せ
を
叶
え
る
為
の
サ
ポ
ー
ト
」

を
経
営
理
念
と
し
葵
区
古
庄
に
て
行
政
書
士

及
び
終
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
業
務
を
営
ん
で
お
り

ま
す
。具
体
的
に
は
、「
遺
言
書
作
成
サ
ポ
ー
ト
」

及
び
ご
遺
族
様
の
依
頼
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
の
財
産
を
ス
ム
ー
ズ
に「
相
続（
引

き
継
ぐ
た
め
）す
る
た
め
の
お
手
続
き
」を
受
け

賜
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、我
が
国
は
過
去
に
例
を
見
な
い
超
高

齢
化
社
会
を
迎
え
て
お
り
、静
岡
市
も
同
様
で

す
。

　

私
は
静
岡
市
で
生
ま
れ
、静
岡
市
で
育
ち
地

域
の
方
に
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
恩
返

し
を
今
後
の
静
岡
商
工
会
議
所
青
年
部
活
動

や
行
政
書
士
業
務
を
通
じ
て
地
域
の
高
齢
者
の

方
や
そ
の
ご
家
族
の
為
の
身
近
な
相
談
者
と
し

て
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
お
役
に
立
て
る
よ
う

活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

星座 ： おうし座  血液型 ： B型  趣味 ： フルート演奏
TEL ： 054-261-1709

齋藤 和美さん

　

１
９
７
４
年
の
創
業
以
来
、「
広
告
文
化
を
通

じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
」こ
と
を
変
わ
ら

な
い
企
業
理
念
に
、当
社
で
は
静
岡
を
も
っ
と
元

気
に
、も
っ
と
お
も
し
ろ
く
す
べ
く
あ
ら
ゆ
る
職

種
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
広
告
や
企
画
を
提
案
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
私
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て「
ク
ル
ー

ル
」と
い
う
自
社
媒
体
の
編
集
や
商
業
施
設
の

Ｓ
Ｐ
ツ
ー
ル
制
作
な
ど
、女
性
の
感
覚
を
生
か
し

た
仕
事
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事

に
し
な
が
ら
、求
め
ら
れ
る
以
上
の
も
の
を
提
案

し
、そ
れ
が
カ
タ
チ
に
な
り
、喜
ん
で
も
ら
え
る

こ
と
が
私
自
身
一
番
の
喜
び
と
感
じ
て
い
ま
す
。

仕
事
は
ハ
ー
ド
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、そ
れ

以
上
に
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

　

そ
ん
な
私
の
息
抜
き
は
、い
ろ
ん
な
仲
間
と
パ

ー
ッ
と
飲
み
に
行
っ
た
り
、行
っ
た
こ
と
の
な
い
カ

フ
ェ
や
温
泉
を
開
拓
す
る
こ
と
で
す
。

星座 ： いて座　血液型 ： A型　趣味 ： アクセサリー作り、日本酒
TEL ： 054-254-8855

牧田 かなみさん

地
域
の
身
近
な
相
談
者

と
し
て
役
立
ち
た
い

㈱ピーエーシー　制作部
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静岡商工会議所青年部 平成27年度 静岡未来創造委員会 副委員長

女
性
の
感
覚
を
武
器
に

デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。



東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

※レポーターの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

新村暢宏さん

一般社団法人 日本防衛装備工業会  事務局長

Nobuhiro Niimura

国防の第一線を担い、
「やりがいあった」

づ
け
ら
れ
る
。新
村
さ
ん
は
陸
上
自
衛
隊
の
16

あ
る
専
門
職
の
う
ち
、戦
車
や
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の

主
要
装
備
品
の
整
備
・
補
給
、不
発
弾
処
理
な

ど
後
方
支
援
を
担
当
す
る
武
器
科
に
進
ん
だ
。

　
「
安
全
保
障
、国
防
の
一
線
を
担
い
、国
際
情

勢
、軍
事
情
勢
を
含
め
、最
新
、最
先
端
の
情

報
、技
術
に
接
し
ま
す
か
ら
、や
り
が
い
が
あ
り

ま
し
た
ね
」と
振
り
返
る
。

　

指
揮
官
当
時
に
は
親
身
に
な
っ
て
隊
員
の
相

談
に
乗
り
、隊
員
の
両
親
か
ら
直
接
感
謝
さ
れ

る
こ
と
も
た
び
た
び
。「
自
衛
隊
の
教
育
は
、人

　

幹
部
自
衛
官
を
養
成
す
る
防
衛
大
学
校
を

卒
業
後
、陸
上
自
衛
隊
陸
将
補
を
経
て
２
０
１

２
年
、防
衛
装
備
工
業
の
健
全
な
振
興
な
ど
を

主
な
業
務
と
す
る
、日
本
防
衛
装
備
工
業
会
の

事
務
局
長
に
。自
衛
官
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、「
父
親
も
勧
め
て
く
れ
て
い
ま
し
た
の
で
迷

い
は
な
か
っ
た
で
す
ね
」。

　

大
卒
の
幹
部
自
衛
官
は
入
隊
後
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
や
専
門
技
能
の
習
得
、語
学
研
修
が
義
務

を
多
角
的
な
視
点
で
評
価
し
ま
す
。そ
し
て
人

の
つ
な
が
り
を
大
事
に
す
る
素
晴
ら
し
い
組
織

で
す
。自
衛
隊
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
ね
」。

　

給
料
の
大
半
を
弟
妹
の
学
費
に
と
仕
送
り
し

て
い
る
若
い
隊
員
や
退
職
金
を
母
親
の
高
額
な

手
術
費
用
に
充
て
た
隊
員
な
ど
、「
い
ろ
ん
な
境

遇
の
隊
員
が
い
ま
し
て
ね
。逆
に
若
い
隊
員
か
ら

教
え
ら
れ
る
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
」と
も
。

　

歴
史
遺
産
の
保
存
や
復
活
を
求
め
る
声
は

本
欄
で
し
ば
し
ば
上
が
る
。駿
府
城
公
園
内
に

は
、か
つ
て
旧
陸
軍
歩
兵
第
34
連
隊
、い
わ
ゆ
る

静
岡
34
連
隊
の
象
徴
的
存
在
、軍
神・橘
周
太

中
佐
の
銅
像
が
あ
っ
た
。「
橘
中
佐
像
が
残
っ
て

い
な
い
の
は
残
念
で
す
。御
殿
場
の
板
妻
駐
屯

地
に
中
佐
の
小
さ
な
銅
像
が
あ
り
、そ
こ
が
陸

自
の
第
34
普
通
科
連
隊
。昔
と
同
じ
部
隊
番

号
の
連
隊
が
郷
土
に
あ
る
の
は
珍
し
い
ん
で

す
。一
つ
の
歴
史
と
し
て
、（
旧
連
隊
跡
地
に
）中

佐
像
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
ね
」と
銅
像

〝
復
活
〞に
期
待
す
る
。

　

仕
事
柄
、命
の
尊
さ
を
人
一
倍
感
じ
て
い
る

新
村
さ
ん
。無
差
別
爆
撃
で
市
民
２
千
人
以
上

が
犠
牲
に
な
っ
た
静
岡
空
襲
も「
風
化
さ
せ
な

い
で
ほ
し
い
」と
願
う
。

　

実
家
へ
帰
る
と
、「
よ
く
長
谷
通
り
に
あ
る

『
大
や
き
い
も
』さ
ん
の
お
で
ん
を
食
べ
ま
す
」。

庶
民
的
な
人
柄
は
今
も
変
わ
ら
な
い
。

（
文・写
真
：
長
田
義
明
）

素
晴
ら
し
い
自
衛
隊
組
織

静岡市葵区生まれ。県立静岡高校卒業。1977年、防衛大学校21期卒業。陸
上自衛隊第３後方支援連隊武器隊長（伊丹市）、第11後方支援連隊長（札幌
市）、陸上幕僚監部装備部武器化学課長（市ヶ谷）、中部方面総監部装備部長
（伊丹市）、2008年、陸将補に昇任、武器学校長兼土浦駐屯地司令、中央業
務支援隊長兼市ヶ谷駐屯地司令を経て、11年退官、12年から現職。61歳。
11年の東日本大震災では、中央業務支援隊長として現地部隊への物資の補
給など、後方サポートを陣頭指揮した。
http://www.jadi.or.jp/

経 歴

軍
神・橘
中
佐
像
復
活
を
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水
区
役
所　
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水
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さ
つ
き
通
り

スルガ銀行スルガ銀行スルガ銀行

南幹線至静岡

静岡鉄
道

東海道
本線

東海道
本線

東海道
本線

Ⓟ

巴
川
巴
川
巴
川

新清水

静岡市清水産業・情報プラザ静岡市清水産業・情報プラザ
（静岡商工会議所・清水事務所）（静岡商工会議所・清水事務所）
静岡市清水産業・情報プラザ

（静岡商工会議所・清水事務所）

　
「
梅
光
」は
静
岡
市
清
水
産
業・情
報
プ
ラ

ザ
か
ら
巴
川
方
面
へ
さ
つ
き
通
り
を
渡
る
と
、

次
の
角
に
あ
り
ま
す
。祖
父・源
四
郎
さ
ん
が

昭
和
５
年
に
巴
町
で
創
業
し
、父・春
三
さ
ん

の
代
に
現
在
地
へ
移
転
。三
代
目・哲
也
さ
ん
は

高
校
卒
業
後
、東
京
の
料
理
専
門
学
校
で
学

び
、東
京
𠮷
兆（
東
京
本
店・帝
国
ホ
テ
ル
店
）

で
６
年
間
修
業
後
、梅
光
に
戻
って
き
ま
し
た
。

　

１
階
は
Ｌ
字
カ
ウ
ン
タ
ー
と
小
上
が
り
の
あ

る
店
で
し
た
が
、お
客
様
の
世
代
交
代
期
を
迎

え
、若
い
人
も
入
り
や
す
い
店
を
つ
く
ろ
う
と
、

15
年
前
に
改
装
。天
井
に
二
百
年
前
の
煤
竹
を

あ
し
ら
い
、古
材
の
梁
を
渡
し
、建
具
で
間
仕

切
り
し
て
店
内
を
分
割
。壁
に
は
洋
酒
会
社
の

昔
の
ポ
ス
タ
ー
等
を
飾
り
、席
は
堀
ご
た
つ
に
。

　

メ
ニュ
ー
は
、単
品
の
メ
ニュ
ー
を
増
や
し
、

コ
ー
ス
は
、季
節
に
あ
わ
せ
て
月
１
回
変
え
て

い
ま
す
。企
業
の
接
待
客
が
多
い
の
で
、清
水

の
名
物
で
あ
る
マ
グ
ロ
、桜
海
老
、シ
ラ
ス
、黒

は
ん
ぺ
ん
、も
つ
カ
レ
ー
は
、い
つ
で
も
出
せ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。地
酒
は
13
蔵
か
ら
。

　

本
日
の
コ
ー
ス
は
、お
と
お
し
、手
造
り
豆

富
、お
刺
身
盛
り
合
せ
、サ
ー
モ
ン
新
じ
ゃ
が

包
み
焼
き
、筍
と
若
芽
の
焚
き
合
せ
、帆
立
と

菜
の
花
の
酢
の
物
、太
刀
魚
の
磯
辺
揚
げ
、た

け
の
こ
ご
は
ん
、は
ま
ぐ
り
の
味
噌
汁
、つ
け

物
、水
菓
子
の
11
品
。出
来
た
て
の
豆
富
は
温

か
く
、清
水
港
水
揚
げ
の
バ
チ
マ
グ
ロ
は
脂
が

乗
っ
て
い
て
、清
水
の
筍
は
春
の
足
音
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。太
刀
魚
の
磯
辺
揚
げ
は
、桜
海
老

と
浜
名
湖
の
青
海
苔
を
天
ぷ
ら
の
衣
に
入
れ

て
揚
げ
、唐
揚
げ
し
た
骨
を
添
え
た
料
理
。

　

居
心
地
の
良
い
空
間
で
𠮷
兆
仕
込
み
の
お

い
し
い
料
理
を
堪
能
し
、幸
せ
に
な
り
ま
し
た
。

地産地消

【メニュー】

【営業時間】
【施　設】

【所在地】

和風オムレツ610円。京生麩とクリーム
チーズのかさね焼き740円。湯葉とチー
ズのとろ～り揚げ820円。カニクリーム
コロッケ920円。月替わりコース4320
円。5400円。6480円。7560円。税込。
17時30分～23時。日曜定休。
１階：カウンター６席。テーブル席30名。
全席堀ごたつ。２階：和室35名。
駐車場６台。
静岡市清水区万世町1-6-30
TEL ０５４‐352-0950

http://www.shizuoka-kenryo.org/s-baikou.htm

昭の高びでるえ15あ切昔コ

月替わりコース4320円：おとおし（あん肝、海つぼ、海老のうま煮、だし巻き卵、枝豆）、帆立と菜の花の酢の物・からし酢
味噌、サーモン新じゃが包み焼き、はまぐりの味噌汁、たけのこごはん、お刺身盛り合せ（マグロ、ヒラメ、イカ）、太刀魚の
磯辺揚げ、筍と若芽の焚き合せ、手造り豆富ゴマだれ、水菓子（久能のいちご）。

小玉哲也氏店主
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